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第 １０ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

平成27年３月10日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

午後０時７分休憩 

午後１時９分開議 

            午後２時33分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第36号 平成27年度熊本県一般会計予

算 

 議案第40号 平成27年度熊本県立高等学校

実習資金特別会計予算 

議案第43号 平成27年度熊本県育英資金等

貸与特別会計予算 

議案第82号 熊本県立学校職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議案第83号 熊本県職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

議案第84号 熊本県立図書館設置条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第85号 くまもと家庭教育支援条例の

一部を改正する条例の制定について 

議案第86号 熊本県立学校条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第87号 熊本県立総合体育館条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第88号 熊本県警察職員定数条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第89号 尐年院法及び尐年鑑別所法の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について 

 閉会中の継続審査事件（所管事務調査）に

ついて 

 報告事項 

  ①熊本県手数料条例の一部を改正する条

例の制定について 

   ――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

        委 員 長 増 永 慎一郎 

        副委員長 甲 斐 正 法 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 溝 口 幸 治 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし)                   

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 田 崎 龍 一 

教育理事 豊 田 祐 一 

教育総務局長 吉 田 勝 也 

教育指導局長 上 川 幸 俊 

首席審議員兼教育政策課長 能 登 哲 也 

学校人事課長 山 本 國 雄 

社会教育課長 福 澤 光 祐 

文化課長 手 島 伸 介 

        施設課長 清 原 一 彦 

      高校教育課長 越 猪 浩 樹 

政策監兼高校整備推進室長 田 村 真 一 

義務教育課長 浦 川 健一郎 

特別支援教育課長 栗 原 和 弘 

人権同和教育課長 池 田 一 也 

体育保健課長 平 田 浩 一 

警察本部 

本部長 田 中 勝 也 

警務部長 黒 川 浩 一 

生活安全部長 佐 藤 正 泉 

刑事部長 池 部 正 剛 

交通部長 木 庭   強 
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        警備部長 潮 﨑 樹 典 

       首席監察官 吉 長 立 志 

参事官兼警務課長 林   修 一 

参事官兼会計課長 甲 斐 利 美 

理事官兼総務課長 田 中 哲 浩 

理事官兼広報県民課長 芹 川 英 文 

参事官兼生活安全企画課長 北 野 陽 祐 

参事官兼刑事企画課長 奥 田 隆 久 

参事官兼交通企画課長 髙 山 広 行 

交通規制課長 木 庭 俊 昭 

参事官兼警備第一課長 宮 崎 正 道 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 左 座   守 

     政務調査課主幹 法 川 伸 二 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○増永慎一郎委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第10回教育警察常任委員会

を開会いたします。 

 まず、本日の委員会に４名の傍聴の申し出

がありましたので、これを認めることとしま

した。 

 次に、今回付託された請第53号について、

提出者から、趣旨説明の申し出があっており

ますので、これを許可したいと思います。 

 請第53号についての説明者を入室させてく

ださい。 

  （請第53号の説明者入室・着席) 

○増永慎一郎委員長 説明者の方に申し上げ

ます。 

 各委員には、請願書の写しを配付しており

ますので、説明は簡潔にお願いします。 

 それでは、御説明をお願いします。 

  （請第53号の説明者の趣旨説明) 

○増永慎一郎委員長 趣旨はよくわかりまし

た。後でよく審査しますので、本日は、これ

でお引き取りください。 

  （請第53号の説明者退室) 

○増永慎一郎委員長 それでは、本委員会に

付託された議案等を議題とし、これについて

審査を行います。 

 警察本部、教育委員会の順に説明を求め、

質疑については、今回は、それぞれの説明の

後に受けたいと思います。 

 なお、執行部が説明を行われる際は、効率

よく進めるため、最初に一度立っていただい

た後、説明は、着座のまま簡潔にお願いいた

します。 

 それでは、警察本部長から総括説明を行

い、続いて、担当課長から順次説明をお願い

します。 

 初めに、田中警察本部長。 

 

○田中警察本部長 提出議案の説明に先立

ち、先月21日、本県警察官が酒気帯び運転を

し逮捕されましたことにつきまして、委員の

皆様を初め県民の皆様に深くおわび申し上げ

ます。 

 昨年11月に発生した本県警察官による酒気

帯び運転事案を踏まえ、再発防止対策に鋭意

取り組んでいる中、再び同種の事案が起きま

したことは痛恨のきわみであります。 

 このことを厳粛に受けとめ、今後、当該職

員等の処分を行うとともに、職員一同、改め

て真摯に反省し、二度とこのような事態を繰

り返さないため、職務倫理の根本に立ち返っ

た再発防止対策を徹底してまいります。 

 それでは、今回県警察から提案しておりま

す３件の議案につきまして、概要を御説明い

たします。着座で失礼いたします。 

 まず、警察費の当初予算につきましては、

第36号議案の平成27年度熊本県一般会計予算

におきまして、総額379億7,539万6,000円を

お願いしております。 

 主な事業としましては、まず、女性を守る

取り組みとして、恋愛感情のもつれに起因す

るストーカー・ＤＶ事案に的確に対応するた

めの資機材整備や、性暴力被害者が総合的な

支援を受けることができるワンストップ支援
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センター事業などを行うこととしておりま

す。 

 また、高齢者を守る取り組みとして、高齢

者の特性を理解した安全運転等の促進や、振

り込め詐欺等の特殊詐欺対策を推進してまい

ります。 

 さらに、子供、若者を守る取り組みとし

て、サイバー犯罪被害防止対策や危険ドラッ

グ等の薬物対策を強化することとしておりま

す。 

 このほか、熊本市北部及び合志市を管轄す

る新たな警察署の整備を進めるとともに、氷

川機動センターの整備に着手してまいりま

す。 

 県警察におきましては、引き続き、県民の

皆様の安全、安心を守る取り組みを推進し、

幸せを実感できるくまもとの実現に向け、組

織一丸となって邁進する所存であります。 

 次に、第88号議案は、熊本県警察職員定数

条例の一部を改正する条例ですが、これは、

警察法施行令の一部改正により、地方警察職

員の定員の基準が改められることに伴い、熊

本県警察職員の定数を改正するものです。 

 次に、第89号議案は、尐年院法及び尐年鑑

別所法の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例ですが、これは、現行の尐年院法が廃止

され、新たに尐年院法及び尐年鑑別所法が施

行されることに伴い、関係条例の規定を整理

するものです。 

 このほか、その他の報告事項として、総務

常任委員会で御審議いただいておりますが、

熊本県手数料条例の一部を改正する条例につ

いて報告をいたします。 

 これは、道路交通法及び同法施行令の改正

により、自転車運転者講習の新設と運転免許

関係手数料標準額の改定がなされたことを受

けて、関係条文の改正を行うものでありま

す。 

 詳細につきましては、それぞれ担当者から

説明させますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○甲斐会計課長 会計課長の甲斐です。着座

して失礼します。 

 予算関係議案につきまして、お手元の警察

本部の資料に基づいて御説明いたします。 

 資料１ページをお願いします。 

 第36号議案平成27年度熊本県一般会計予算

についてでございます。 

 まず、警察費総額について、９ページ末尾

の合計欄をごらんください。 

 本年度欄に記載してありますとおり、総額

379億7,539万6,000円をお願いしておりま

す。前年度と比較しますと、14億535万1,000

円の増、率にして3.8％の増加となっており

ますが、これは、人事委員会勧告に基づく給

与改定等に伴う職員給与約９億2,500万円の

増額、退職予定者数の増加見込みによる退職

手当約６億5,800万円の増額、交通安全施設

等整備費約7,900万円の増額、氷川機動セン

ターなどの警察施設整備費約8,700万円の増

額などが主な要因となっております。 

 それでは、１ページに戻っていただきまし

て、内容について御説明をいたします。 

 まず、上段の公安委員会費の本年度の1,20

8万7,000円は、右の説明欄のとおり、公安委

員の報酬と、委員や職員の旅費などの運営費

でございます。 

 次に、下段の警察本部費の本年度の313億

2,128万4,000円は、職員の給与や業務管理な

どに必要な経費でございます。 

 以降は、主な項目について御説明させてい

ただきます。 

 まず、番号１の職員給与費269億4,589万1,

000円は、職員の給料や諸手当、機動隊員の

超過勤務手当でございます。 

 番号２の退職手当26億9,642万4,000円は、

退職予定者149人の退職手当でございます。 

 番号３は、警察一般管理費として13億1,69

0万4,000円をお願いしております。 
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 (1)は、女性警察官による相談体制の強化

及び女性警察官の採用、登用拡大のための環

境整備を図るもので、女性用装備品等の整備

や、育児休業中の職員を対象とした女性職員

研修会の開催に当たり、臨時託児室の開設経

費など、242万4,000円をお願いしておりま

す。 

 なお、本事業については、幸せ実感くまも

と４カ年戦略に基づく取り組みを加速するた

めに設定された幸せ実感推進枠の事業として

計上しております。 

 同様の事業については、以下、説明欄に略

して推進枠と記載しております。 

 次に、(2)は、熊本県警察史を編さん、発

行する事業で、印刷製本等に要する経費とし

て1,762万4,000円をお願いしております。こ

の警察史は、本県警察の歴史と実績を後世に

残し、県警察の業績を明らかにして、職員の

ポリスマインドの高揚を図るとともに、リク

ルート活動等の広報誌用として活用するもの

でございます。 

 (3)は、平成27年度政府予算案として地方

警察官の増員が閣議決定され、本県に対し、

人身安全関連事案の対策強化要員として12人

の増員が容認されたことから、その採用に必

要な経費として725万円をお願いするもので

す。 

 次の(4)から(10)については、職員の旅費

や制服の整備、非常勤職員の雇用、各種広報

活動等に要する経費でございます。 

 ２ページをお願いします。 

 (11)から(13)については警察署の運営に要

する経費、(14)から(17)については職員の福

利厚生等に要する経費でございます。 

 このほか、(18)から(23)では、警察の情報

ネットワークに要する経費をお願いしており

ます。 

 ３ページをお願いします。 

 装備費の本年度の５億4,233万9,000円は、

警察装備品の維持管理、各種警察活動に必要

な経費でございます。 

 (1)と(2)は、災害の発生に備え、被災者の

捜索活動等に有効な装備品の整備や警察本部

総合指揮室機器の維持管理等に要する経費

で、特に(1)の大規模災害警備対策費は、幸

せ実感推進枠として1,572万2,000円をお願い

しております。 

 平成27年度は、阿蘇山を想定した活火山噴

火災害用資機材の整備として、防毒マスク吸

収缶やチェーンソー等の現有資機材の更新、

また、警察本部と運転免許センター間での重

要データの相互バックアップをオンラインで

行うためのシステム改修を行うこととしてお

ります。 

 このほか、(3)から(7)については、警察の

車両、船舶、ヘリコプター、装備品の維持管

理などに要する経費でございます。 

 ４ページをお願いします。 

 警察施設費の本年度の９億9,460万7,000円

は、警察施設の整備や維持管理に必要な経費

でございます。 

 番号１の警察施設維持費で４億2,915万5,0

00円をお願いしております。これは、警察本

部や警察署、運転免許センターなどの警察施

設の維持管理に要する経費でございます。 

 次に、番号２の警察施設整備費で５億6,54

5万2,000円をお願いしております。 

 (1)は、熊本市北区と合志市を管轄区域と

する、仮称でありますが、熊本合志警察署を

新たに設置する事業で、平成27年度は、敷地

の造成工事や庁舎の設計等に要する費用とし

て１億5,501万2,000円をお願いしておりま

す。今後は、平成28年度から29年度にかけて

庁舎建設工事等を予定しており、総事業費

は、約25億円を見込んでおります。 

 (2)は、警察署再編計画に基づき、八代郡

氷川町に、仮称でありますが、氷川機動セン

ターを整備するものでございます。幹部交番

としての機能のほか、機動捜査隊及び交通機

動隊の各分駐隊、証拠品一括保管倉庫、車両
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保管場所等を併設することとしており、平成

27年度は、地質調査や測量、庁舎の設計に要

する経費として3,391万4,000円お願いしてお

ります。今後平成28年度に庁舎建設工事等を

予定しており、総事業費は、約４億4,000万

円を見込んでおります。 

 次に、(3)は、警察施設の更新や改修等に

要する経費でございます。平成27年度は、交

番の新築や用地購入、職員宿舎の屋根や外壁

の改修を行うこととしております。その中

で、耐用年数を超過した多くの警察施設の建

てかえは困難であることを踏まえ、今回初め

て長寿命化対策改修として、内外装リフォー

ムなどの経費として4,243万8,000円をお願い

しております。 

 また、災害対策のため、阿蘇警察署移転候

補用地の調査経費として505万8,000円をお願

いしておりますが、被災のおそれがない場所

への移転、建てかえ調査を行うものでござい

ます。 

 このほか、老朽、狭隘化が著しい熊本市中

央区本山町にあります独身寮を建てかえるた

めの調査費用もお願いしております。 

 次の(4)と(5)は、民間からの宿舎借り上げ

経費や未利用地の売却に向けた鑑定、測量経

費でございます。 

 ５ページをお願いします。 

 上段の運転免許費の本年度の10億7,768万

1,000円は、運転免許行政の運営に必要な経

費でございます。 

 番号１の自動車運転免許費で10億2,698万

6,000円をお願いしております。 

 (1)は、今年度12月補正において予算措置

していただきました事業でございますが、運

転免許センターにおいて認知症等の疑いのあ

る方の早期発見を推進するものであり、看護

師等の雇用経費として420万3,000円を計上し

ております。 

 (2)は、庁舎光熱水費や消耗品費、免許証

作成装置の保守料、免許事務の業務委託な

ど、免許センターの運営に必要な経費でござ

います。 

 (3)から(9)は、道路交通法に規定されてい

る各種講習の業務委託費、(10)は、運転免許

証管理システムのリース料等の維持管理費で

ございます。 

 番号２の自動車運転免許試験費で5,069万

5,000円をお願いしております。 

 (1)は、運転免許試験場の運営に必要な経

費であり、試験問題の印刷費や試験コースの

維持経費、運転免許試験車両の維持、更新に

必要な経費などであります。 

 (2)は、悪質交通違反により運転免許を取

り消された者のうち、免許再取得希望者に対

する取り消し処分者講習を実施するための運

営経費でございます。 

 次に、下段の恩給及び退職年金費の本年度

の6,922万5,000円は、昭和37年11月30日以前

に退職した警察職員とその遺族に対し、恩給

法に基づき支給する恩給と扶助料でございま

す。 

 ６ページをお願いします。 

 警察活動費の本年度の39億5,817万3,000円

は、県警各部門の運営や交通安全施設の整備

に必要な経費でございます。 

 番号１の一般警察運営費で６億6,881万3,0

00円をお願いしております。 

 (1)では、性暴力被害者が被害直後から産

婦人科医療や相談、カウンセリング、捜査や

法的支援などの総合的な支援を可能な限り１

カ所で受けることができるワンストップ支援

センターを設置することとしており、その費

用について、幸せ実感推進枠として、新たに

1,704万6,000円をお願いしております。 

 (2)は、犯罪被害者を支援するための需用

費、(3)は、警察法の規定に基づき設置する

警察署協議会の運営経費であり、県公安委員

会が委嘱する協議会委員の報酬などの経費を

お願いしております。 

 (4)から(6)は、職員の教養や警察活動等に
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必要な経費、(7)は、被留置者に要する諸経

費、(8)から(10)は、警察車両の更新経費や

アルコールメーター等の捜査取り締まりに必

要な資機材の整備費などでございます。 

 ７ページをお願いします。 

 番号２の生活安全警察運営費で１億2,861

万9,000円をお願いしております。 

 (1)は、ストーカー行為、ＤＶ等の被害を

防止するための諸経費でございます。被害者

等の安心感の醸成、加害行為の払拭化等を目

的に、簡易録画装置100台の整備費167万2,00

0円を、新たに幸せ実感推進枠としてお願い

しております。 

 次に、(2)では、特殊詐欺の根絶に向けた

取り組みを強化するため、被害に遭う可能性

の高い高齢者等に対し、きめ細やかな支援を

実施する特殊詐欺被害防止アドバイザーの雇

用、高齢者宅等の家庭用電話機に接続し通話

内容を録音する装置の整備など、649万8,000

円を幸せ実感推進枠としてお願いしておりま

す。 

 (3)では、サイバー犯罪の被害防止や検挙

に向けた諸対策を推進するため、解析資機材

整備費や捜査員への教養を行うサイバーテク

ニカルアドバイザーに対する謝金など、674

万7,000円を幸せ実感推進枠としてお願いし

ております。 

 (4)は、青色回転灯を装着した車を用いた

犯罪多発地域や小学校周辺におけるパトロー

ルなど、子供や高齢者の安全確保を図るため

の活動を委託するもので、幸せ実感推進枠と

して1,721万3,000円をお願いしております。 

 (5)と(6)は、ボランティア団体の活動を支

援するための経費と地域住民の要望や困り事

に対処する警察安全相談員の人件費などを計

上しております。 

 (7)は、尐年の非行防止と保護対策を総合

的に推進するための経費で、退職した警察官

をスクールサポーターとして任用し、学校か

らの要請に応じて派遣して、学校における尐

年の問題行動等への対応、巡回活動、相談活

動、児童の安全確保に関する助言などを行う

ことにしております。 

 (8)は、産業廃棄物の不法投棄など環境犯

罪の根絶を図るための活動経費、(9)から

(12)は、生活安全警察に係る許認可事務の業

務委託などに要する経費でございます。 

 次に、番号３の地域警察運営費で４億7,37

7万6,000円をお願いしております。 

 (1)は、駐在所の運営に協力していただく

駐在所員の配偶者に対する報償費など、(2)

は、交番、駐在所機能を充実強化するための

交番相談員の任用経費でございます。 

 ８ページをお願いします。 

 番号４の刑事警察運営費で４億5,618万5,0

00円をお願いしております。 

 (1)において、危険ドラッグ等の薬物鑑定

を行う際に使用する鑑定資機材のリース料

や、薬物吸引に起因する交通事故発生の際に

薬物使用の事実を証拠化するため交通事故事

件捜査支援システムを新たに導入し、幸せ実

感推進枠として2,255万円をお願いしており

ます。 

 (2)は、振り込め詐欺事件の被疑者検挙の

ため、首都圏を拠点とする犯行グループ中枢

に対する突き上げ捜査に必要な経費や、被疑

者の使用した携帯電話番号と各種事件との関

連性をデータベース化し、情報の照会、検証

を可能にする電話分析関連システムの導入経

費で、幸せ実感推進枠として897万7,000円を

お願いしております。 

 このほか、第18回統一地方選挙における違

反取り締まり活動経費などを計上しておりま

す。 

 (3)と(4)は、暴力団に対する取り締まり及

び被害防止のための経費でございます。暴力

団立入禁止標章を掲示している店舗を守るた

めの保護対策や対立抗争のおそれのある暴力

団対策に要する資機材経費、飲食店等の事業

者に対する責任者講習業務委託などでござい
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ます。 

 (5)は、裁判員裁判の導入などに伴う取り

調べの可視化に対応するため、取り調べの状

況を録音、録画する装置の整備費や、事件の

証拠品を適正に管理するための収納袋、管理

シールなどの経費でございます。 

 (6)から(9)は、検視関係経費や重要事件捜

査訓練経費、来日外国人の犯罪に対応するた

めのシステム管理費、警察職員の国際化のた

めの研修経費、(10)は、犯罪捜査において活

用する被疑者追跡のためのシステムのリース

料や回線料、(11)と(12)は、犯罪鑑識に必要

な資機材及びシステムに要する経費や科学捜

査研究所において使用する鑑定用資機材の維

持管理費、研究員の研修経費などでございま

す。 

 ９ページをお願いします。 

 番号５の交通警察運営費で９億5,527万1,0

00円をお願いしております。平成26年中の高

齢者の交通事故死者は約７割と依然として高

い水準を占めているため、本施策によって、

高齢者自身の交通ルールの遵守とマナー向上

を促進させていく必要があります。 

 このため、(1)では、高齢者の主な外出目

的先となる場所等に出向いて、高齢者に直接

声かけをして、必要な交通安全教育を行うも

ので、幸せ実感推進枠として920万5,000円を

お願いしております。 

 (2)は、道路横断時の具体的危険性を疑似

体験できる高齢歩行者教育システムなどの機

器を活用して、加齢に伴う身体機能の低下な

どを理解してもらうとともに、診断結果を踏

まえた交通安全指導を行うものでございま

す。 

 (3)は、今後導入を目指しています交通事

故、交通違反取り締まり、交通規制の状況を

一元的に地理情報をシステムで表示し、より

高度な分析等が実施できる交通総合管理シス

テムを構築するため、調査委託料などをお願

いしております。 

 (4)から(6)は、交通指導取り締まりや交通

事故捜査等に必要な資機材の整備などに要す

る経費、(7)は、信号機や道路標識・標示の

交通安全施設に係る電気料や修繕料などの維

持管理に要する経費、渋滞情報など各種道路

情報提供に関する業務委託費の経費、(8)か

ら(12)は、道路交通法に規定された交通警察

に係る許認可事務の業務委託などに要する経

費でございます。 

 番号６の交通安全施設費で12億7,550万9,0

00円をお願いしております。安全で円滑な交

通環境を確立するため、信号機、道路標識・

標示などの交通安全施設の整備充実を図るた

め、平成27年度は、県内の主要路線の渋滞状

況等を表示している交通状況表示板の更新、

道路の新設、改良や通学路対策などに必要な

信号機の新設、視認性向上と節電対策とし

て、信号灯機のＬＥＤ化、更新時期を迎えた

信号機や道路標識の更新などの整備を推進す

ることとしています。 

 ここまでが警察費歳出予算に係る説明でご

ざいます。 

 10ページをお願いします。 

 債務負担行為につきましては、事項欄にあ

りますとおり、氷川機動センター整備事業と

して４億908万4,000円の限度額設定をお願い

しております。これは、平成28年度当初から

実施する氷川機動センター庁舎の建設工事と

その管理委託に要する経費について債務負担

行為の設定を行うものです。 

 以上、御審議をよろしくお願いいたしま

す。 

 

○林警務課長 警務課の林でございます。着

座で説明をさせていただきます。 

 私からは、県警察から提案をしております

２つの条例案について御説明をさせていただ

きます。 

 １つ目は、第88号議案熊本県警察職員定数

条例の一部を改正する条例についてでありま
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す。 

 資料は、12ページから14ページになりま

す。 

 説明に入ります前に、今回本県に対して警

察官12人の増員が決定されましたのは、昨年

３月、県議会におきまして、警察官の増員を

求める意見書を国へ提出していただいたほ

か、昨年６月と11月に、県議会の皆様におい

て、国の施策等に関する提案を通じて担当省

庁へ働きかけていただいた成果であるという

ふうに考えております。この場をおかりして

御礼を申し上げます。 

 それでは、条例案について説明をいたしま

す。 

 熊本県警察職員の定数につきましては、熊

本県警察職員定数条例において定められてお

ります。この条例において定められている警

察官の定数は、現在3,067人でありますが、

今回の警察官12人の増員を受けて、この警察

官の定数を3,079人に改めるものでありま

す。 

 なお、階級別の定数につきましては、警察

法施行令に定める基準に従い、資料12ページ

の表のとおりとなります。警部補の階級枠が

７人ふえ、1,786から1,793人、巡査の階級枠

が５人ふえ、933から938となります。 

 施行日につきましては、平成27年４月１日

を予定しております。 

 ２つ目は、第89号議案尐年院法及び尐年鑑

別所法の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定についてであります。 

 資料は、16ページから19ページになりま

す。 

 この条例は、現行の尐年院法が廃止され、

新たに尐年院法及び尐年鑑別所法が施行され

ることに伴い、関係条例の規定を整理するも

のであります。 

 これまで、尐年院と尐年鑑別所の定義規定

については、昭和23年に制定された現行の尐

年院法において定められておりましたが、昨

年６月の法改正により、この現行尐年院法が

廃止され、尐年院に関する定義規定について

は新たに新尐年院法において、尐年鑑別所の

定義規定については新たに尐年鑑別所法にお

いて、それぞれ定められることとなりまし

た。 

 これを受けて、尐年院と尐年鑑別所の定義

規定を引用していた熊本県風俗営業等の規制

及び業務の適正化に関する条例、それと熊本

県暴力団排除条例について、所要の改正を行

うものであります。 

 いずれの改正も、実質的な内容の変更を伴

うものではありません。 

 施行日については、新尐年院法の施行の日

またはこの条例の公布の日のいずれか遅い日

としております。 

 以上でございます。 

 

○増永慎一郎委員長 以上で付託議案に関す

る警察本部の説明が終了しましたので、警察

本部に対する質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○小杉直委員 幾つか質問をしますが、最

初、１ページ、被服費が１億6,900万余計上

してあっですが、これは、警察官の制服の被

服費で県費になっとですかね。 

 

○甲斐会計課長 これは県費になります。 

 

○小杉直委員 関連してですが、私からの、

昔からの考え方というか、持論ですばってん

ね、参考までお話ししときますが、近年の警

察官の制服は、民間の警備会社とかあるいは

交通誘導員とか、よく似てきたもんですから

ね、警察官に似てきたわけですが。だから、

もっと、警察官とすぐわかるような、威厳の

あるような制服に変えるべきじゃないかとい

うのが私のもうずっと以前からの持論で、歴

代の本部長に、本庁にそういうふうな話はで
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きませんかというようなことがあったわけで

すが、まあ、県民の人の意見も聞いても、警

察官だろうか、民間の交通誘導員だろうか、

あるいは警備会社だろうかと、こう、わから

ないときがあるということですので、前も言

ったかもしれませんが、威厳のある、あ、お

巡りさんが来たというようなことがあったよ

うな時代のような、がんじがらめの制服にす

る必要はありませんが、警察官の制服とし

て、それに類似行為はできないというふうな

法改正までして、イメージがいい方向に行く

ようになってもらいたいなというのが、これ

はもう要望でございますので。 

 次、３ページ、(1)に防毒マスクがありま

したな。これは、防毒マスクは国費でという

ふうに新聞に載っとったですが、これは県費

的に書いてありますが、そこのところの兼ね

合いはどうなってますかな。 

 

○甲斐会計課長 会計課長です。 

 12月の警察庁の補正において、火山災害対

策も災害用資機材の整備はなされておりま

す。あわせまして、県費でこのような防毒マ

スク等の措置をしております。 

 

○小杉直委員 なら、国費でも県費でも整備

するということですね。 

 

○甲斐会計課長 はい。 

 

○小杉直委員 なら、わかりました。 

 それと、えらいきょうはいっぱい質問して

恐縮ですが、８ページ、(7)に来日外国人犯

罪対策費が上げてあるわけですね。それで、

蒲島県政等々のアジア対策ということで、我

々も一体となって頑張っておるわけですが、

中国、韓国、その他外国人が熊本に来るとい

うことを盛んに頑張っておるわけですが、そ

の一方では、心配されるのは、それに紛れ込

んだような不良外国人、あるいはそれの機会

を利用した不法入国とかいろいろあります

が、この来日外国人犯罪対策費の450万ぐら

いの費用ということは、どういうふうな考え

方で計上してありますかな。 

 

○甲斐会計課長 会計課長です。 

 第１には、組織犯罪情報管理分析システム

の経費として計上してあります。来日外国人

犯罪の事件情報、個人、組織に対する情報、

施設に関する情報と関連図及びファイル化し

て活用できるシステムとして活用する予定で

あります。 

 

○小杉直委員 なら、警備部長にお尋ねです

が、どうですか、こういう予算の金額等につ

いては、主管部としては。 

 

○潮崎警備部長 この予算につきましては、

組織犯罪対策ということで刑事部になろうか

と思いますけれども、警備部のほうでも幾分

かかわってまいりますのは、通訳料等という

ところがかかわってくるのかというふうに思

います。それで、潤沢というわけではござい

ませんけれども、予算の範囲内で精いっぱい

できることをやっているという状況でありま

す。 

 

○小杉直委員 なら、これは刑事警察運営費

で上げてありますが、別個に、もちろん警備

警察に関連する予算としても予算化はしてあ

るということで、あわせた形での対策費とい

うふうな考え方をこっちは受けとめていいで

すか。 

 

○潮崎警備部長 はい、そのようでいいと思

います。 

 

○小杉直委員 もう１点、12ページ、林参事

官にお尋ねですが、さっき、県議会の意見

書、あるいは県警、知事部局等との要望活動
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で、12名増員になったということに対する感

謝の意がございましたが、果たして12名で満

足してござるのか、あるいは同規模県は大体

どのくらいの人数なのか、そこんところのお

話はできますかね。 

 

○林警務課長 増員につきましては、警察庁

としましては、来年度、再来年度、３年間で

3,000人ということで、そのうち1,000人、今

増員を決定されたということですので、さら

なる増員が図られるように、県警としまして

も働きかけをしていきたいというふうに考え

ております。 

 また、同規模県との比較でございますけれ

ども、ほぼ同数、あるいは若干、２名程度多

いという状況であったというふうに記憶して

おります。 

 

○小杉直委員 多いほう、尐ないほう。 

 

○林警務課長 多いですね。同規模県よりも

２人ほど多かったというふうに……。 

 

○小杉直委員 大体、まあまあの満足です

か。 

 

○林警務課長 もう尐しふやしてもらっても

よかったのかとも思うんですけれども、ま

あ、上のそこは何とも……。 

 

○小杉直委員 1,000人の増員に12名ちゅう

とは、大分何かちょっとぴんとこぬという

か、差のあるごたる気のしたもんですからお

尋ねしたわけですが、最後の最後ですが、３

ページのヘリコプター維持管理費が上げてあ

りますね。それで、ヘリコプターに関して

は、基地統合の話を進めておられると思いま

すが、防災ヘリ等の基地統合、これについて

の来年度の予算措置は県警のほうは要らない

んですかな。 

 

○甲斐会計課長 会計課長です。 

 これにつきましては、県のほうで予算措置

をして準備をされております。 

 

○小杉直委員 十分わかりました。きょうは

たくさん質問させていただいてありがとうご

ざいました。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎委員長 ほかにございません

か。 

 

○松田三郎委員 ８ページの、先ほどの小杉

委員の御質問にも若干関連しますが、７、８

あたりです。来日外国人が、もちろん加害者

になる場合も被害者になる場合もあろうかと

思いますが、本県の場合、どれだけの件数が

あるかわかりませんけれども、その場合の通

訳。というのが、通訳料ということですか

ら、(7)の場合は、もともと通訳を職業とな

さる方にお願いする場合だと思いますし、８

番の場合は、将来的にこの組織内部でそうい

った人材を育成しようというようなほうでも

御努力いただいているんだろうと思っており

ます。 

 ただ、報道等で見ますと、同じ中国人とい

う中でも、地域によって全然言葉が違う、あ

るいは韓国、台湾でも似たような話を聞くな

らば、なかなかこの県内での通訳の確保も難

しいのかなと。ましてや、内部でこれから育

成するというのも、まあ、ある意味でオーソ

ドックスな言語に絞らざるを得ないのか、実

態として、例えば、なかなか取り調べでもコ

ミュニケーションがとれない、あるいはとれ

なかったとか、いやいや、そこまで余り多く

ないですよというのか、ざっくりした話で

は、今外国人に対しての捜査、取り調べとい

うのはどういったもんでしょうか。 
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○池部刑事部長 刑事部長です。 

 まず、通訳体制から申し上げますと、県警

では、現在、部内の通訳とそれから民間の部

外通訳という２本立てでやっております。 

 部内の通訳につきましては、英語、北京

語、韓国語など、14言語に106人が通訳要員

として指定をされております。 

 このほか、民間の通訳体制としましては、

北京語、英語、韓国語、スペイン語、ポルト

ガル語等、30言語の199人の指定をして当た

っております。 

 昨年１年、まあ、グローバル化に伴って県

内においても来日外国人犯罪は増加の傾向に

あります。それで、去年１年間では、56件51

人を検挙いたしまして、罪種別では、一番多

いのは窃盗犯が21人、それから粗暴犯、傷害

とか暴行とか、こういった粗暴犯が９人、そ

れから入管法違反が６人などとなっておりま

す。 

 それで、通常はもう部内通訳要員で取り調

べの通訳を実施いたしておりまして、特に支

障は生じておりませんけれども、部内の通訳

でできない、例えば、ルーマニア語とかトル

コ語とかチベット語とか、そういった希尐言

語につきましては、民間の通訳を依頼してい

るという状況なんですけれども、どうしても

夜間に及んだり休日が入ったりというふうな

ことで、そういった点では、やはり通訳体制

の充実を図る必要があるんじゃないかなとは

考えております。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員 まあ、想像以上に、ある程

度の数まで体制を整えていただいているんだ

なというのは思いました。 

 ただ、部長おっしゃったように、夜である

とか、休みであるとか、なおかつ、希尐言語

の出身の方となると、刑事手続上、時間との

闘い、例えば48時間とか72時間、その兼ね合

いも非常に厳しいときもあるのかなと思っ

て、かといって、おっしゃるように充実して

いくいうのもなかなかちょっと難しいところ

もあって、私に妙案があるわけじゃありませ

んけれども、これからは、小杉委員の御発言

にもありましたように、だんだんふえる話で

しょうから、何かいい案をつくって、また提

案をさせていただきたいと思います。 

 もう１点、いいですか。 

 同じページで検視のことが出ておりました

けれども、これも以前報道のところで、全国

的に司法解剖に対する対応というのが非常に

マンパワーが不足していると。恐らく県内で

も法医学の専門家、そうそうたくさんいらっ

しゃるわけじゃないと思いますけれども、県

内の現状といいますか、というのは――これ

も刑事部長になっですか。ざっくりした話で

結構でございます。 

 

○池部刑事部長 数の関係から申し上げます

と、昨年、例えば１年間の死体の取り扱い件

数は2,340体でございました。大体年間2,300

から2,500体ぐらいの検視を行っておりま

す。 

 この警察の検視体制につきましては、犯罪

死の見逃し防止ということで、死因の究明法

などの制定もありまして、年々充実をしてお

ります。こういったことで、今は、捜査１課

に検視官以下４交代で勤務をしておりまし

て、一昔ぐらい前から比べると隔世の感があ

るなというふうな、ちょっとイメージを持っ

ております。 

 それで、検視官の現場臨場率が、まあ去年

１年間で1,910体ということで、８割以上

は、本部のほうから検視官が直接足を運んで

死体を検視するという体制になっておりま

す。 

 また、解剖につきましても、昨年は、御遺

体を102体解剖しております。多いときは、

１年間で170体ぐらいあるときもありますけ

れども、大体110体前後ぐらいで推移をして
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いるものと思っております。 

 熊本県の場合、法医学の教授が熊大に１名

おられるだけでありますので、教授が、例え

ば医会で出張しているとか、そういった不在

の場合には、福岡の九州大学、久留米大学の

ほうに嘱託をして解剖を実施するといったよ

うな状況でございます。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員 その検視官が見られるとい

うのが８割ぐらいで、それ以外というのは、

じゃあ、万やむを得ず、違う方がということ

になるわけですか。 

 

○池部刑事部長 これは、検視官が臨場する

場合は、犯罪死の疑いがあるというかです

ね、はっきりと犯罪死ではないと認められる

のもかなりございます。そういったものにつ

いては、警察署の鑑識の担当が医師とともに

検視を行うということで対応しております。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 もう１点、最後におっしゃった102体です

か、死体が。それで、熊大に１名、いらっし

ゃらない場合には福岡にお願いする。この１

人もしくは２人ぐらいで時間かかってもやら

れるということなんですか。それとも、さっ

きおっしゃった、明らかに何か基準があっ

て、全部解剖する必要がないということなん

ですか。 

 

○池部刑事部長 解剖する場合は、行政解剖

と司法解剖とございまして、司法解剖のほう

のが数は多いんですけれども、いずれも解剖

の内容は一緒でございます。そういったこと

で、１人の教授で対応していただいておりま

す。 

 

○松田三郎委員 いいです。 

 

○増永慎一郎委員長 よろしいですか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○溝口幸治委員 ８ページの来日外国人犯罪

対策費、ちょっと関連しますけれども、八代

港にクルーズ船が去年も入ってきて、ことし

は10隻ぐらい入ってくるんじゃないかという

話があります。それで、経済効果としては非

常に喜ぶ声も聞かれるんですが、治安という

面では不安視される声も聞くわけですが、過

去にその犯罪が起きた事例とか、あるいは犯

罪に遭った方がいらっしゃるのか、外国人の

方でですね。そういったものがあるのかどう

かということをまずお聞きをしたいのと、も

う一つは、ことし10隻ぐらいというのは多分

過去最高になるわけですが、八代署が第一義

的には対応するんだと思いますが、それだけ

入ってくるので、警備体制というか、何か県

警として心がけるものが何かあるのかどう

か、その２点についてお尋ねをいたします。 

 

○潮崎警備部長 警備部からお答えいたしま

す。 

 犯罪の被害があったかというようなことな

んですけれども、現在まで、犯罪に巻き込ま

れたとか、犯罪が発生したとかいう事案は聞

知しておりません。 

 それから、警備体制でありますけれども、

トラブル等がないように今受け入れ側の事業

者の方と連絡とらせていただいて、例えば商

業施設にバスが大量に横づけされるといった

ような場合とか、混乱がないように事前に打

ち合わせて対応させていただいております。

そういう状況で現在進んでいます。 

 

○溝口幸治委員 ことし、観光とか経済の面

では本当にうれしい出来事だと思いますけれ

ども、そういった事件、事故等があると、一

瞬で、もうあそこに行くのはやめようという
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話になりますので、事前のその協議等々も含

めてぜひ対応をお願いしたいというふうに思

います。 

 以上です。 

 

○氷室雄一郎委員 ４ページの施設整備費の

問題、ちょっと確認ですけれども、この合志

警察署、まだ仮称になっているんですけれど

も、これは、名称はまだこれからどのような

形で決めていかれるのかということと、もう

一つは、造成工事費と設計費はもう上げてあ

りますけれども、28年から29年という、25億

ということで、この期間にすっきりでき上が

るものかということ、もう一つは、何か課題

はないのかということ、以上３点について、

まずひとつお願いします。 

 

○黒川警務部長 警務部長です。 

 新しい警察署の名称につきましては、今、

これまでの検討の経緯から、あくまで熊本合

志警察署、仮称というふうにしております。

29年度中に開設すべく、その前にはどのよう

な名前がいいのかということを、住民の方の

声なども聞きながら確定をさせていきたいと

考えております。 

 そして、準備のほうでございますけれど

も、今申し上げましたとおり、平成29年度、

ですから平成30年に入るかもしれませんけれ

ども、それまでに建設をするということで今

準備を整えております。来年度には、会計課

に新警察署の開設準備室というものも立ち上

げまして、所要の人員を手当てして、さらに

準備を加速して進めていきたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 何か課題点というのはな

いんですか。その、今示された年度内ぐらい

にはもう一応完成するであろうということな

んですけれども。 

 

○黒川警務部長 もちろん、まだ設計の途中

というか、そういう段階でございますので、

これから３カ年かけなければいけないので、

さまざまな障害が出てくることも予想されま

すけれども、現時点で、明らかな問題といい

ますか、重要な課題というものは認められて

おりませんので、粛々と準備を進めていきた

いと考えております。 

 

○氷室雄一郎委員 次、７ページのこの尐年

非行防止活動の推進というのがありますけれ

ども、このスクールサポーターというのは、

現在何名程度おられますか。 

 

○佐藤生活安全部長 生活安全部です。 

 現在、県警で雇用しておりますのは11名の

方がおられます。 

 

○氷室雄一郎委員 これは、じゃあ、いろん

な学校でトラブル等があった場合、学校側の

要請があれば、指導なり、また、出向くとい

うことなんですか。 

 

○佐藤生活安全部長 基本的には、中学校を

中心に回っていただいておりますけれども、

学校からの要請に基づいて出ております。た

だ、それだけではなくて、スクールサポータ

ーのほうから順次各学校等を回りまして、学

校と情報交換等をやりながら、あるいは校内

でのいわゆる防犯教室等々も行っておりま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 １～２事例があったら

ば、ちょっとお示し願いたいので、どういう

ことがあって、学校が要請があった例がある

んですかね。 

 

○佐藤生活安全部長 個別的な事例はちょっ

とあれですけれども、大体報告が上がってき
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ておりますのは、非行を行った尐年が学校に

いるということで、その尐年に対する後のケ

アというふうな形で声かけをしたり、あるい

は家庭訪問やりまして、保護者とも接触をし

て、必要な指導等も行っております。また、

いわゆる立ち直り支援という活動を現在やっ

ております。農作業体験をやったりとか、あ

るいは馬と触れ合ったり、ホースセラピーと

いうふうな形でやっておりますけれども、こ

ういったところに当該尐年等を、一緒に行こ

うというふうなことで、社会における尐年の

居場所、その後の保護、そして健全育成のた

めに対応しているという状況でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 個別な事例はもうちょっ

と述べられないということですね。件数的に

はどのくらいあるんですか。 

 

○佐藤生活安全部長 申しわけございませ

ん。個別の何件というのは把握はしておりま

せんけれども、ほぼ勤務の場合は毎日のよう

に11名が各学校等を回っておりますので、ケ

ースとしてはかなりの数になるんではないか

というふうに思っております。 

 

○氷室雄一郎委員 件数的に掌握されてない

ということです。かなりそれぞれ11名の方頑

張ってもらえるという状況でございますけれ

ども、内容につきましては、なかなか難しい

問題もあると思いますので、もうそれは結構

です。 

 もう一つは、８ページですけれども、この

刑事警察運営費の中で、幸せ実感推進枠を設

けられまして、予算を組まれているわけです

けれども、この危険ドラッグ等薬物対策の強

化ということでございますけれども、この推

進枠を設けられて、機材の購入とかシステム

リース料等、何かこれによって今までとは違

う効果が期待できるものがあるのかどうかと

いう、ちょっと内容をもう尐し説明していた

だきたい。推進枠として今回出されているわ

けでございますので。 

 

○甲斐会計課長 会計課長です。 

 推進枠としては10事業、予算総額としては

１億800万円ほど措置していただいておりま

す。それで、各方面にわたっております。例

えば、女性の視点を反映した警察運営の推進

というふうなことで、育児休業後、復帰者に

対して臨時託児室を開設したりとか、女性用

の装備品を準備いたします。そのほか、今回

のワンストップ支援センターの設置と振り込

め詐欺の防止、危険ドラッグなども含めて、

こういうのが今回実感推進枠として出されて

います。その中で、危険ドラッグについて

は、科学捜査の鑑定資機材でありますとか、

被疑者使用車両を特定するシステムでありま

すとか、そういうのを予算措置しておりま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 だから、危険ドラッグに

ついて言えば、薬物の鑑定用機材という、こ

れは新しいものなんですか、どうなんです

か。 

 

○甲斐会計課長 新しいものとしては、交通

事故事件捜査支援システムというのがござい

ます。これは、危険ドラッグ等を使用――防

犯カメラに映っている人物、これを危険ドラ

ッグを使用したかどうかについて鮮明にわか

るようなシステムです。こういうのは新規に

認めていただいております。そのほか、鑑定

資機材についても2,200万ほど、また充実し

た予算を確保しております。 

 

○氷室雄一郎委員 推進枠として設けておら

れますので、こういうものが費用対効果の面

からこういう対策の強化につながるように、

しっかりしていただければと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 
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 以上です。 

 

○平野みどり委員 まず、４ページの警察施

設維持云々というところなんですけれども、

照明器具のことで、ＰＣＢ含有量の委託費云

々というのがありますけれども、今警察施

設、免許センターも含めて、まあ、別々でも

いいですが、ＬＥＤ化というのどれくらい進

んでいるんでしょうか。 

 

○甲斐会計課長 会計課長です。 

 今年度末までに、警察棟本館、約１億9,00

0万円でＬＥＤ化については実施予定です。 

 

○平野みどり委員 済みません、ちょっと聞

き取れなかったので……。 

 

○増永慎一郎委員長 もう一度、よろしいで

すか。 

 

○甲斐会計課長 今年度末までに、警察本部

としては約１億9,000万円ほどかけまして、

ＬＥＤ化については終了する予定としており

ます。 

 

○平野みどり委員 わかりました。それと、

ＬＥＤについてなんですけれども、９ページ

の信号機、ＬＥＤになって私も見やすくなっ

たなと思っているんですけれども、何か豪雪

地帯とかでは見にくいとかいう話もあって―

―雪が積もってしまって。熱を持たないがゆ

えに雪がこびりついてしまって、それがとれ

なくて見えないとかという話も聞いたんです

けれども、熊本県内の雪が多い地域とかで、

ＬＥＤについてはうまく機能しているんでし

ょうか、どうなんでしょうか。 

 

○木庭交通規制課長 ＬＥＤ信号というの

は、御存知のとおり、熱を持たないというこ

とで、豪雪地帯等であれば、雪がこびりつい

たり、氷が張りついたりということで聞いて

はおりますけれども、本県におきましては、

幸い、そういったＬＥＤが見えにくいとか、

雪等でですね、ということは現在まで把握し

ておりません。もしそういう状況がありまし

たら迅速に対応したいと考えております。 

 以上です。 

 

○平野みどり委員 わかりました。いいで

す。 

 

○増永慎一郎委員長 いいですか。 

 

○平野みどり委員 はい。 

 

○小杉直委員 ちょっとさっき舌足らずだっ

たですけん、黒川部長と甲斐課長に要望とい

う形で話しておきますが、この３ページのヘ

リコプターの維持管理に関して、ヘリ基地統

合についてお尋ねしたですたいね。それで、

私は、ここの委員ということと、議連のほう

で防衛議員連盟の役員しとるという立場もあ

って、県警ヘリの場所を何度も見に行った

り、あるいは防災拠点の工事場所を何度も見

に行ったり、あるいは県の防災センターも何

度か見に行ったわけですが、老朽化したり、

地震に対するもう対応ができないというふう

なことに、それはよくわかります。特に県警

のヘリの場所が、もう、１回行ったぐらいで

はわからないような場所にあるわけですな、

現実は。 

 そうしながらも、いろいろ捜索とか人命救

助とか、あるいは災害対応は近くの高遊原の

自衛隊のヘリとそれから県のヘリと県警のヘ

リと、非常に連携プレーをされて効果を上げ

ておられますので高く評価したいわけです

が、今度基地統合になった場合に、私たち

も、財政課とか危機管理防災課には、きちん

とした施設を、県の防災施設も県警ヘリ施設

もつくるようにというふうなことは何度か言
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っておりますが、県警のほうも、県に任せる

というだけでなくて、積極的にひとつ、主

管、県のほう、知事部局には申し入れしてい

ただいて、いい県警ヘリポートができるよう

に、ひとつ積極的に活動していただきたいと

いうふうに要望しておきます。 

 といいますのが、甲斐課長は今度御栄転さ

れるというふうに新聞に載っとったけん、後

の方にもよく引き継いどってもらいたいなと

いうふうな気持ちからで、要望しておきま

す。 

 

○松田三郎委員 資料４ページの(3)施設整

備費で、私の地元の多良木警察署――これは

どこになっとですかね、甲斐課長ですか。多

良木警察署、私は、10年前後、前の文治の委

員のときに、県内の警察署で古い順番はどこ

ですかと聞きましたら、当時、水俣警察署と

か氷川署とかがワーストというか、古い順番

だった。御存知のように、水俣警察署も新し

くなりましたし、氷川警察署も、ここに書い

てある(2)の機動センターに衣がえと、生ま

れ変わるわけでしょうし、多良木警察署は、

古くて手狭で、恐らくかなり上位じゃないか

なと思っているんですけれども、その長寿命

化とかいう話もありましたけれども、大体、

何番目というのは言いにくいかもしれません

が、優先度が高いのか中ぐらいなのか低いの

か、あるいは改修なり長寿命化のこの計画が

あるのかというのを、言える範囲で結構でご

ざいますが。 

 

○甲斐会計課長 警察署の建てかえについて

は、古い順番から建てかえるというのが原則

だというふうに考えております。その中で、

阿蘇署については、災害を実際受けたという

ふうなことで、阿蘇署については、今回土地

の調査費がついております。それで、阿蘇署

については、熊本合志署が着工後は、次は阿

蘇署というふうに考えております。その次に

古いのは、上天草、天草、宇城、阿蘇――阿

蘇は除いて、宇城から多良木になります。多

良木は昭和49年にできて約40年ほど経過し

て、一応50年が目安というふうに考えており

ますので、そういう視点から考えていただけ

れば結構かなというふうに思います。 

 

○松田三郎委員 なら、あと10年以上待たに

ゃんということですか。耐震は調査してある

と思うですけど、まあ、多分古いのも今おっ

しゃった上天草、天草、宇城の順番でしょう

けれども、耐震はどうなんですか、ここは。 

 

○甲斐会計課長 全警察署、してあります。 

 

○松田三郎委員 ありますか。 

 

○甲斐会計課長 あります。 

 

○松田三郎委員 これも、今期最後の委員会

でございますので、ぜひ10年と言わず、我々

も予算の面では協力しますので、１年でも早

くできるように要望したいと思います。 

 ありがとうございました。 

 

○小杉直委員 阿蘇署は、もう確かに３年前

の北部大豪雤であれだけの被害を受けて、そ

の後またああいう阿蘇の爆発等があっており

ますので、いつ何どきまたいろんな災害起き

るかわかりませんので、優先的につくっても

らわんといかぬわけですが、松田先生のおっ

しゃった多良木署あたりも、いい方法がある

んですよ、早くつくるとには。それは、県の

ほうにしっかり要望していただいて、県費を

しっかり県警に与えていただくという方法が

ありますので、しっかり御協力をお願いしま

す。 

 

○増永慎一郎委員長 ほかにございません

か。――よろしいですか。 
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 なければ、これで質疑を終了します。 

 それでは、続いて教育委員会から説明をお

願いします。 

 田崎教育長。 

 

○田崎教育長 増永委員長初め委員の皆様方

におかれましては、この１年間、教育行政全

般にわたりまして御指導、御助言いただきま

してまことにありがとうございました。 

 また、先日行われました県立学校の卒業式

に際しましては、御多用中にもかかわりませ

ず、委員の皆様方の御臨席賜りましたこと

に、重ねてお礼を申し上げたいと思います。 

 それでは、今回提案申し上げております教

育委員会関係の議案の概要につきまして御説

明させていただきます。着座にて失礼しま

す。 

 まず、平成27年度当初予算につきまして

は、第36号議案平成27年度熊本県一般会計予

算、第40号議案平成27年度熊本県立高等学校

実習資金特別会計予算、第43号議案平成27年

度熊本県育英資金等貸与特別会計予算におき

まして、総額1,573億6,430万円余をお願いい

たしております。 

 教育委員会といたしましては、昨年３月に

策定いたしました第２期くまもと「夢への架

け橋」教育プランの着実な推進に向けまし

て、来年度も引き続き、グローバル人材の育

成、学力の向上、特別支援教育の充実、いじ

めや不登校などへの対応などに、重点的に取

り組んでまいります。 

 まず、グローバル人材の育成につきまして

は、スーパーグローバルハイスクールの新規

指定に向けた取り組みや州立モンタナ大学と

連携した留学の促進など、将来さまざまな分

野において国際的に活躍できるグローバルリ

ーダーの育成に引き続き取り組むこととして

おります。 

 次に、学力の向上につきましては、学力に

課題を抱える学校に対する学力向上アドバイ

ザーの派遣や、地域の教員ＯＢ、大学生など

との連携、協力のもと、放課後や夏休み等を

活用して、子供たちの学習支援に取り組む市

町村への支援などに取り組むこととしており

ます。 

 次に、特別支援教育の充実につきまして

は、急増する知的障害のある児童生徒の受け

入れ環境を確保するための施設整備等に引き

続き取り組んでまいります。 

 次に、いじめや不登校などへの対応につき

ましては、スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーの配置の拡充などによ

り、引き続き、いじめ、不登校の予防及び解

消に取り組んでまいります。 

 また、そのほかの主な取り組みといたしま

しては、国が来年度から実施を予定しており

ます日本遺産の認定に向けて取り組む人吉・

球磨地域の市町村等を支援することにより、

文化財を活用した地域の活性化を図ってまい

りたいと考えております。関連しまして、社

会の第一線で活躍できる専門的職業人の育成

を図るためのスーパープロフェッショナル・

ハイスクール事業にも取り組むことといたし

ております。 

 さらに、来年１月のリニューアルオープン

に向けましたくまもと文学・歴史館の整備及

び記念事業等、開設準備を進めてまいりま

す。 

 次に、条例等議案につきましては、第82号

議案の熊本県立学校職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてなど、

６つの条例改正の議案を提案いたしておりま

す。 

 以上が今議会に提案申し上げております議

案等の概要でございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明さ

せますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 

○能登教育政策課長 教育政策課でございま
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す。着座で御説明させていただきます。 

 教育委員会関係の当初予算等の説明資料２

ページをお願いいたします。 

 まず、上段の教育委員会費でございます

が、1,144万6,000円をお願いしております。

これは、右側説明欄に記載しておりますが、

教育委員５人の報酬及び教育委員会の運営費

でございます。 

 下段の事務局費でございますが、３億5,25

4万2,000円をお願いしております。 

 主なものといたしまして、右側説明欄１の

(1)の熊本県教育情報化推進事業は、県立学

校のパソコン等のリースなど、学校におきま

す教育の情報化の推進に要する経費でござい

ます。中で、未来の学校創造プロジェクトと

いたしまして、タブレットパソコンやデジタ

ル教科書など、ＩＣＴを活用した指導や学習

方法の検討も進めてまいります。 

 (2)の学校改革プロジェクト支援事業は、

教職員が子供と向き合う時間を確保し、学校

のさまざまな課題解決を図るため、校務改革

と授業改革の２つを柱とした学校改革に取り

組むモデル校の支援と県内の各学校への普及

に要する経費でございます。 

 (3)の教育振興基本計画推進事業でござい

ますが、第２期となります教育振興基本計画

の推進に要する経費でございます。 

 (4)の県立学校校務情報化推進事業は、県

立学校で使用する校務用パソコン等のリース

に要する経費でございます。 

 なお、事務局費につきましては、本年度予

算と比較いたしまして、約4,200万円余の増

となっておりますが、これは、(4)の県立学

校校務情報化推進事業で、これまで備品とし

て整備しておりましたパソコンが耐用年数を

経過したためリースに切りかえることに伴

い、パソコンのリース費用等が増加したこと

などによるものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 上段の教職員人事費でございますが、２億

4,456万8,000円をお願いしております。主な

ものといたしまして、右側説明欄１の(1)の

教職員住宅建設償還金及び財産処分費は、平

成13年度までに建設いたしました教職員住宅

の公立学校共済組合への償還金及び廃止住宅

の処分に要する経費や、３に記載の教職員の

福利厚生事業に要する経費でございます。 

 下段の教育センター費でございますが、7,

642万円をお願いしております。主なものと

いたしまして、右側説明欄１の(1)の管理運

営費は、教育センターの維持管理及び運営に

関する経費や、３に記載の教職員の研修に要

する経費などでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 最後に、恩給及び退職年金費でございま

す。１億7,571万4,000円をお願いしておりま

す。昭和37年11月30日以前に退職した教育職

員に対しまして恩給として、また、その遺族

に対しまして扶助費として支給しているもの

でございます。 

 以上、総額８億6,069万円を計上しており

ます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。よろしくお願い申し上げます。着座にて

説明させていただきます。 

 各事業の御説明に先立ちまして、今回計上

いたしております職員給与費につきまして、

各課に共通する事項でございますので、一括

して学校人事課の例で御説明をさせていただ

きます。 

 説明資料の５ページをお願いいたします。 

 上段の事務局費の右側説明欄の１、職員給

与費でございますが、これは、職員の給与に

つきまして所要の見込み額を計上したもので

ございます。この職員給与費の算定方法でご

ざいますが、平成27年１月１日現在の職員に

係る給与費から定年等の退職者分を除きまし
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て、新規採用者等の見込み額を加えたもので

ございます。 

 以下、学校人事課の教職員給与費及び社会

教育課、文化課、施設課、体育保健課の職員

給与費につきましても同様でございますの

で、各課からの詳細な説明につきましては省

略をさせていただきます。 

 それでは、学校人事課の各事業につきまし

て御説明をさせていただきます。 

 ５ページの上段の事務局費でございます

が、教育委員会事務局職員の給与費及び退職

手当としまして、15億771万9,000円をお願い

しております。 

 下段の教職員人事費でございますが、152

億1,850万2,000円をお願いしております。 

 主なものとしまして、右側説明欄の１、

(1)の教職員退職手当や、２の(1)の児童手当

のほか、３の管理運営費のうち、(3)の障が

い者就労支援事業は、県立学校におきまし

て、障害者を雇用しまして、就労に必要な能

力等の習得を図り、就労につなげるものでご

ざいます。(5)の教育サポート事業は、小中

学校及び特別支援学校におきまして、教員が

子供と向き合う時間を拡充するため、退職教

員等の人材を活用したサポーターの配置に要

する経費でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 (6)の公立高等学校授業料徴収等事業は、

公立高等学校の授業料の徴収及び就学支援金

の支給に要する経費でございます。(7)の教

員の指導力向上事業は、スーパーティーチャ

ー、指導教諭の配置に伴う代替非常勤講師の

配置に要する経費でございます。 

 なお、教職員人事費が前年度と比較しまし

て約８億1,000万円の大幅増となっておりま

すのは、公立高等学校等就学支援金の支給対

象者が、学年進行によりまして、平成27年度

からは、１年生、それから２年生が支給対象

となりまして、増加することによる就学支援

金の増によるものでございます。 

 続きまして、中段の教職員費ですが、小学

校分として582億2,571万7,000円、下段の教

職員費は、中学校分としまして336億3,283万

3,000円をお願いしております。小学校、中

学校、いずれも教職員の給与費及び旅費を計

上しております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 上段の教育振興費でございますが、2,301

万8,000円をお願いしております。県立中学

校３校の運営費を計上しております。 

 ２段目の高等学校総務費でございますが、

252億8,674万7,000円をお願いしておりま

す。高等学校の教職員の給与費及び学校運営

費を計上しております。 

 ３段目の全日制高等学校管理費、それから

４段目の定時制高等学校管理費、最下段の通

信教育費でございますが、いずれも高等学校

の運営費及び教職員の旅費を計上しておりま

す。全日制高等学校管理費としまして14億6,

854万2,000円、定時制高等学校管理費としま

して2,499万7,000円、通信教育費としまして

572万4,000円をお願いしております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 特別支援学校費でございますが、94億4,74

2万2,000円をお願いしております。特別支援

学校教職員の給与費、学校運営費及び就学奨

励費を計上しております。 

 以上、総額1,448億4,122万1,000円を計上

しております。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○福澤社会教育課長 社会教育課でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。着座

にて説明させていただきます。 

 説明資料の９ページをお願いいたします。 

 社会教育総務費でございますが、７億1,24

8万2,000円をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。主な事業

について御説明いたします。 
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 ２の地域・家庭教育力活性化推進事業費の

うち、(1)「親の学び」推進事業は、これま

での普及啓発に加えまして、今後より一層の

取り組みが必要であると考えております幼稚

園や保育所及び高等学校での家庭教育に関す

る系統的な学習の充実に要する経費でござい

ます。 

 (3)の放課後子ども教室推進事業は、放課

後などの子供たちに対して学校の余裕教室等

を活用して、地域の方々の参画を得て、学習

やさまざまな交流、体験活動の機会を提供す

る場づくりのための経費でございます。平成

27年度は、73カ所の実施を予定しておりま

す。 

 (4)の学校・家庭・地域連携推進事業は、

開かれた学校づくりのため、学校、家庭、地

域の団体や専門機関等とのネットワークづく

りを進め、社会教育関係事業を推進するコー

ディネーター育成等を行い、子供の成長を見

守る体制づくりの構築に要する経費でござい

ます。 

 (8)の社会教育団体事業による家庭教育推

進事業は新規事業でございまして、ＰＴＡな

どの地域の社会教育団体に委託いたしまし

て、スマートフォンの利用法などの喫緊の課

題を親子で話し合う場を県下に広く創設する

ことに要する経費でございます。 

 次の10ページをお願いいたします。 

 (9)の熊本ふるさと学習推進事業は新規事

業でございまして、学校と地域が連携、協力

して、地域の魅力を学び、地域活性化を図る

ための経費でございます。 

 (10)の地域と協力した学力向上プロジェク

トは新規事業でございまして、学習がおくれ

がちであったり、学習習慣が十分に身につい

ていない小学生や中学生の学力向上を図るた

め、教員ＯＢや大学生など地域の人材を活用

しまして、放課後や土日、夏休みなど、学び

の機会、いわゆる地域未来塾を提供する経費

でございます。平成27年度は、20カ所の実施

を予定しております。 

 (11)の肥後っ子いきいき読書アドバイザー

事業は新規事業でございまして、子供の読書

活動を推進するための読書アドバイザー派遣

に要する経費でございます。 

 ４の社会教育諸費のうち、(3)の地域人権

教育指導員設置費補助事業は、地域における

人権教育の推進のため、地域人権教育指導員

を設置する市町村に対して助成を行う経費で

ございます。 

 (4)の県生涯学習推進センター運営事業

は、県民カレッジや生涯学習フェスティバル

の開催など、生涯学習推進センターの運営に

要する経費でございます。 

 (5)の青尐年教育施設管理運営費は、天草

青年の家など、県立青尐年の家４施設の管理

運営の指定管理者への委託に要する経費でご

ざいます。 

 なお、社会教育総務費につきましては、９

ページに記載しておりますとおり、前年度か

ら１億9,876万2,000円の減額となっておりま

す。これは、主に現在実施しております青尐

年教育施設の耐震改修が今年度で終了するた

めでございます。 

 続きまして、11ページをお願いいたしま

す。 

 図書館費でございます。７億1,596万7,000

円をお願いしております。主な事業について

御説明いたします。 

 ２の管理運営費のうち、(1)の管理運営費

は、県立図書館の施設や設備の維持補修や図

書の購入など、県立図書館の管理運営全般に

要する経費でございます。 

 ３の事業費のうち、(3)のくまもと文学・

歴史館整備事業は、くまもと文学・歴史館の

改修整備及び備品購入など、魅力ある展示、

企画に向けた環境づくりに要する経費でござ

います。 

 なお、前年度から５億5,084万7,000円の減

額となっております。これは、主に現在実施
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しております県立図書館の空調設備や照明な

どの大規模改修が今年度中に終了するためで

ございます。 

 以上、14億2,844万9,000円を計上しており

ます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○手島文化課長 文化課長の手島でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の12ページをお願いいたします。 

 文化費といたしまして、８億2,503万3,000

円をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。主なもの

を御説明させていただきます。 

 ２の文化振興費のうち、主なものといたし

まして、(2)高等学校芸術文化振興事業は、

熊本県高等学校総合文化祭の開催経費の補助

と全国高等学校総合文化祭への参加旅費の補

助に要する経費でございます。(3)の美術館

分館管理運営費は、県立美術館分館の管理運

営を指定管理者へ委託する経費などでござい

ます。(4)の日本遺産による文化財群魅力発

信支援事業は新規事業でございまして、地域

に点在する文化財を活用し、地域の活性化を

図る文化庁の日本遺産魅力発信推進事業に取

り組みを行います人吉・球磨地域などに対す

る支援に要する経費でございます。 

 ３の文化財調査費のうち、主なものといた

しまして、(2)の埋蔵文化財発掘調査は、国

などの公共事業に伴い、県が受託予定の水俣

インターチェンジなど、８カ所の埋蔵文化財

発掘調査に要する経費でございます。 

 ４の文化財保存管理費のうち、主なものと

いたしまして、(4)の装飾古墳館関係経費

は、県立装飾古墳館の管理運営等に要する経

費、(5)の鞠智城関係経費は、鞠智城跡の管

理運営費、公園整備費や国の特別史跡指定に

向けた取り組みに要する経費でございます。 

 次に、13ページでございますが、美術館費

として、４億2,087万8,000円をお願いしてお

ります。 

 まず、右側の説明欄２の(1)の管理運営費

は、県立美術館本館の管理運営に要する経費

でございます。 

 ４の(1)展覧会事業費は、県立美術館が行

う企画展、共催展及び巡回展の開催に要する

経費でございます。 

 ５の(1)県立美術館本館改修整備事業は、

良好な展示、保管環境を確保するため、築38

年が経過し老朽化しております施設設備の改

修を行うもので、特に緊急性が高い防水工事

などを行うものでございます。 

 ６の(1)細川コレクション永青文庫推進事

業は、展覧会の開催や永青文庫所蔵の美術品

や古文書などの調査研究、修復に要する経費

でございます。 

 以上、文化課といたしまして、総額12億4,

591万1,000円を計上しております。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○清原施設課長 施設課でございます。着座

で御説明をさせていただきます。 

 説明資料の14ページをお願いいたします。 

 資料３段目の全日制高等学校管理費でござ

いますが、１億8,120万8,000円をお願いして

おります。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の県立学校施設維持費につきましては、

県立高等学校の維持管理に要する経費でござ

います。 

 最下段の学校建設費でございますが、29億

7,023万1,000円をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の県立高等学校施設整備費の(2)校舎新

増改築事業につきましては、県立高等学校の

老朽危険施設改築に要する経費で、翔陽高校

実習棟及び高森高校教室棟の工事請負費や熊

本工業高校実習棟に要する委託料などでござ

います。また、新規の小川工業高校実習棟改

築事業は、実施に向けての基本構想委託料で



第10回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成27年３月10日) 

 - 22 - 

ございます。(4)の県立高等学校施設整備事

業につきましては、県立高等学校の老朽危険

施設の改修に要する経費でございます。 

 学校建設費が前年度と比較して11億7,000

万円余の増となっておりますが、これは、主

に26年度に着工し、27年度に竣工予定の翔陽

高校や高森高校の改築工事が27年度に本格化

することに伴うものでございます。 

 次に、15ページをお願いいたします。 

 特別支援学校費でございますが、５億9,79

5万3,000円をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の施設整備費の(2)特別支援学校施設整

備事業につきましては、特別支援学校の老朽

危険施設改修等に要する経費でございます。 

 前年度との比較で12億4,000万円余の減と

なっておりますが、これは、主に新設の熊本

かがやきの森支援学校の完成に伴うものでご

ざいます。 

 以上、総額37億5,389万4,000円を計上して

おります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の16ページをお願いします。 

 上段の事務局費でございますが、4,396万

5,000円をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の(1)県立高等学校教育整備推進事業

は、新設高校開設準備室の設置等による高等

学校再編整備の推進に要する経費でございま

す。(2)新設高等学校等教育環境整備事業

は、これまでに再編、統合した高校の運営等

に要する経費でございます。(3)県立高校魅

力創造発信事業は、県立高校の入学者確保に

向けた検討組織の設置運営や広報等に要する

経費でございます。 

 下段の教育指導費は、５億2,598万円をお

願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の(1)通学支援事業は、高等学校再編、

統合に伴う通学支援に要する経費でございま

す。(2)御所浦高校生通学支援事業は、新規

事業でございます。これは、平成27年度に県

が全庁的に取り組む御所浦地域振興策の一環

として実施するもので、御所浦から天草市内

の高校に通学するために必要な定期船運賃に

対する助成経費でございます。 

 ２の(2)「夢への架け橋」進学支援事業

は、教員の指導力向上及び理数教育の充実に

向けた研修等に要する経費でございます。

(3)高校生キャリアサポート事業は、高校生

の就職のための求人開拓や就職相談を行うキ

ャリアサポーターの設置に要する経費でござ

います。(4)熊本県州立モンタナ大学高校生

派遣事業は、グローバル人材の育成に資する

ための高校生の州立モンタナ大学での英語研

修受講等に要する経費でございます。27年度

は、募集生徒を今年度の15名から30名へ増員

することを予定しております。 

 続きまして、説明資料の17ページをお願い

します。 

 右側説明欄、(5)スーパーグローバルハイ

スクール推進事業は、グローバル人材の育成

を図る国のスーパーグローバルハイスクール

の指定に係る先進的教育課程の開発や実践等

に要する経費でございまして、今年度指定を

受けております済々黌高校に加えて、新たに

１校の指定を目指しております。(6)高校生

海外修学旅行促進事業は、県立高等学校の海

外修学旅行促進に向けた研修先や安全面確認

等の現地調査等に要する経費でございます。

(7)スーパープロフェッショナル・ハイスク

ール事業は新規事業でございまして、専門的

職業人の育成を図る国の事業を活用した教育

課程の開発や実践等に要する経費でございま

す。 

 ３の(1)初任者研修(県立)は、新規採用教

員が研修を受ける際に、その職員にかわり授
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業を行う非常勤講師の採用等に要する経費で

ございます。 

 ４の(1)高校生の非行防止と健全育成は、

学校不適応等の生徒指導上の課題の解決に要

する経費でございます。(2)県立学校いじ

め・不登校等対策事業は、県内全ての分校を

含めた県立高校へのスクールカウンセラーの

配置及び県内拠点校へのスクールソーシャル

ワーカーの配置に要する経費でございまし

て、スクールカウンセラーは、配置時間の

増、スクールソーシャルワーカーは、現在の

拠点３校から新たに天草地域を加えた拠点４

校を予定しております。(3)いじめ防止対策

推進事業は、いじめ防止対策推進法に基づく

いじめ防止のための環境整備等に要する経費

でございます。(4)いじめ未然防止推進事業

は、いじめの未然防止等のためのシンポジウ

ムや高校生会議の開催に要する経費でござい

ます。 

 下段の中学校費の教育振興費は、197万5,0

00円をお願いしております。右側の説明欄の

とおり、県立中学校入学者選抜は、県立中学

校の入学者選抜に要する経費でございます。 

 説明資料の18ページをお願いいたします。 

 ２段目の高等学校総務費は、1,201万7,000

円をお願いしております。右側説明欄のとお

り、県立高等学校の入学者選抜に要する経費

でございます。 

 下段の高等学校費の教育振興費は、５億1,

389万円をお願いしております。右側説明欄

のとおり、１の理科教育設備費は、県立高等

学校における理科、数学教育のための施設設

備に要する経費でございます。２、３、４

は、定時制、通信制の生徒に対する経費でご

ざいます。 

 ５の(1)奨学のための給付金事業は、公立

学校授業料無償制度の見直しにより生み出さ

れた財源により、経済的理由で就学困難な公

立高等学校の高校生に対する給付金の支給に

要する経費でございます。この事業は平成26

年度から始まったもので、来年度は、学年進

行により新１年生も対象となり、対象者が増

加したことで、約２億円の増額となっており

ます。 

 説明資料の19ページをお願いいたします。 

 ６の(1)高等学校産業教育施設整備費は、

産業教育の実験実習に必要な設備整備に要す

る経費でございます。(2)の高等学校産業教

育電算機組織整備事業は、産業教育に必要な

パソコン整備に要する経費でございます。

(3)実習船「熊本丸」代船建造事業は新規事

業でございまして、平成29年度中の代船建造

を目指して開催する有識者等による検討会議

及び代船調整会議に要する経費でございま

す。 

 ３段目の保健体育総務費は、683万7,000円

をお願いしております。右側説明欄のとお

り、県立高等学校定時制課程の生徒への夜食

給与に要する経費でございます。 

 下段の県立高等学校実習資金特別会計繰出

金は、6,882万6,000円をお願いしておりま

す。右側説明欄のとおり、一般会計から県立

高等学校実習資金特別会計への水産高等学校

費へ繰り出すものでございます。 

 以上、一般会計は、11億7,349万円をお願

いしております。 

 続きまして、説明資料の20ページをごらん

ください。 

 特別会計について御説明いたします。 

 まず、熊本県立高等学校実習資金特別会計

でございます。 

 上段の農業高等学校費は、１億8,536万5,0

00円をお願いしております。これは、右側説

明欄のとおり、農業関係高等学校12校の実習

運営に要する経費等でございます。 

 下段の水産高等学校費は、１億155万2,000

円をお願いしております。これは、右側説明

欄のとおり、水産高等学校における実習船及

び実習運営に要する経費でございます。 

 続きまして、説明資料の21ページをお願い
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いたします。 

 熊本県育英資金等貸与特別会計でございま

す。 

 育英資金等貸付金でございますが、13億6,

755万2,000円をお願いしております。その主

なものは、右側説明欄のとおり、１の貸付金

で、高校生等に対する奨学金の貸与に要する

経費等でございます。平成26年度と比較して

4,000万円程度の減額となっておりますが、

これは、平成21年度から始まりました国の経

済対策が平成26年度に終了したことなどによ

るものでございます。 

 なお、このように貸与財源は減額となりま

すが、先ほど御説明いたしました奨学のため

の給付金制度の導入等により、１人当たりの

貸与額が減尐していることから、平成26年度

と同程度の募集定員を確保できる見込みでご

ざいます。 

 以上、一般会計及び特別会計の総額は、28

億2,795万9,000円でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○浦川義務教育課長 義務教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の22ページをお願いいたします。 

 教育指導費でございますが、２億9,508万

7,000円をお願いしております。 

 主なものにつきまして、右側の説明欄によ

り御説明いたします。 

 まず、２の学校教育指導費、(1)の日本一

の環境教育「水俣に学ぶ肥後っ子」推進事業

でございますが、これは、水俣病についての

正しい理解を図り、環境教育の充実を推進す

るために、県内全ての公立小学５年生の水俣

訪問学習を実施する市町村にその費用の一部

を助成するものでございます。 

 (2)のグローバル人材育成推進事業は新規

事業でございますが、グローバル人材の育成

に向けた児童生徒と外国語指導助手等の異文

化交流活動に要する経費でございます。 

 (4)の英語教育改革推進事業も新規事業で

ございますが、小中学校英語教員の授業力向

上を図る研修及び英語教育の早期化、高度化

に向け、特定の地域を英語教育強化地域拠点

と指定し、小中高を連携した英語教育の取り

組みの支援に要する経費でございます。 

 (5)の学力向上アドバイザー派遣事業も新

規事業でございますが、学力向上を図るため

のアドバイザーを教育事務所に配置し、市町

村教育委員会の要請を受けて、小中学校への

派遣に要する経費でございます。 

 (7)小中一貫教育推進事業も新規事業でご

ざいますが、小中一貫教育に係る協議会の開

催及び市町村によるモデル事業実施に要する

経費でございます。 

 続きまして、23ページをお願いいたしま

す。 

 ３の教員研修費でございますが、(1)から

(3)、いずれも教員の指導力や専門性の向上

を図るための研修に要する経費でございま

す。 

 最後に、４の児童生徒の健全育成費でござ

いますが、(1)の外部専門家による学校支援

充実事業は、いじめ、不登校の積極的予防と

解消を図るため、スクールカウンセラー、ス

クールソーシャルワーカーの配置等に要する

経費でございまして、スクールカウンセラー

は配置校の増、スクールソーシャルワーカー

は勤務日数の拡充を予定しております。 

 (2)学級経営等支援員配置事業でございま

すが、学級経営が困難な学級において、児童

生徒への対応や担任等への指導、助言等を行

う支援員の配置に要する経費でございます。 

 (3)子どもたちによるいじめ防止推進事業

は、新規事業でございます。本事業は、子供

たちの主体的な取り組みの推進などにより、

いじめの未然防止を図るための実践研究に要

する経費でございます。 

 以上、総額２億9,508万7,000円を計上して

おります。 
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 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。 

 説明資料の24ページをお願いいたします。 

 まず、上段の教育指導費でございますが、

9,106万7,000円をお願いしております。 

 右側の説明欄をごらんください。主な事業

について御説明をいたします。 

 １の(1)特別支援学校キャリアサポート事

業は、就職希望者の多い特別支援学校３校に

キャリアサポーターを配置し、就職支援等に

要する経費でございます。 

 次に、(2)特別支援教育充実事業は、特別

支援学校の専門性や指導力の向上を図るため

の研修実施などに要する経費でございます。 

 (3)ほほえみスクールライフ支援事業は、

特別支援学校７校の児童生徒の医療的ケアの

実施及び人工呼吸器の管理等のため、看護師

を派遣する事業者への補助に要する経費でご

ざいます。 

 (5)発達障がい支援事業は、小中高等学校

等の全ての教員を対象とする研修実施など、

発達障害に対する理解促進や支援の充実に要

する経費でございます。 

 次に、下段の特別支援学校費でございます

が、３億8,882万2,000円をお願いしておりま

す。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の特別支援教育環境整備事業は、熊本市

及び周辺部で急増する知的障害特別支援学校

高等部への入学希望生徒受け入れのための対

策に要する経費でございます。具体的には、

熊本聾学校の敷地内に新たな特別支援学校高

等部を整備するための基本構想の策定、山

鹿、氷川の高等部分教室の改修及び熊本支援

学校の過密狭隘化の緩和を図るための改修に

要する経費でございます。このことにより、

特別支援学校費は、前年度と比較して１億6,

600万円余りの増額となっております。 

 ３の県立特別支援学校管理運営費は、特別

支援学校高等部の５つの分教室及び熊本かが

やきの森支援学校の運営に要する経費でござ

います。 

 以上、総額４億7,988万9,000円を計上して

おります。 

 特別支援教育課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○池田人権同和教育課長 人権同和教育課で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。 

 説明資料の25ページをお願いいたします。 

 まず、上段の教育指導費647万3,000円は、

課運営費及び人権教育にかかわる教職員の指

導力の向上を図るための各種人権教育研修事

業と学校教育における人権教育推進に要する

経費でございます。 

 次に、中段の教育振興費2,736万3,000円

は、地域改善対策奨学資金の返還に伴う国庫

補助相当分の国への償還金及び未収金回収の

ための非常勤職員の任用等に要する経費でご

ざいます。 

 次に、下段の社会教育総務費1,327万円

は、人権教育推進のための資料の作成、人権

フェスティバルの運営及び人権教育関係団体

への事業費補助、社会教育における人権教育

推進に要する経費でございます。 

 以上、総額4,710万6,000円でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の26ページをお願いいたします。 

 保健体育総務費でございますが、５億748

万2,000円をお願いしております。右側の説

明欄をごらんください。 

 主なものとしまして、２の(1)歯・口の健

康づくり推進事業でございますが、これは、
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フッ化物洗口等歯・口の健康づくりに向けた

市町村支援等に要する経費でございます。

(2)県立学校における健康診断は、県立学校

児童生徒及び教職員の健康診断に要する経

費、(3)日本スポーツ振興センター事業は、

学校管理下で児童生徒に災害が発生した場合

の災害共済給付に要する経費でございます。 

 次に、説明資料の27ページをお願いしま

す。 

 体育振興費として、２億6,107万4,000円を

お願いしております。右側の説明欄をごらん

ください。 

 主なものとしまして、１、学校体育振興費

の(1)児童生徒のスポーツ環境整備事業でご

ざいますが、小学校の運動部活動の社会体育

への移行等を推進する市町村に対する助成で

ございまして、27年度の新規事業でございま

す。 

 ２、社会体育振興費の(1)2020東京オリン

ピック選手育成事業は、2020東京オリンピッ

クに出場可能性のある県内選手の育成強化に

対する助成でございます。(2)から(5)は、九

州地区国民体育大会や国民体育大会に要する

経費と競技力向上への取り組み等に対する経

費でございます。 

 続きまして、説明資料の28ページをお願い

いたします。 

 体育施設費として、８億1,554万2,000円を

お願いしております。右側の説明欄をごらん

ください。 

 １、県営体育施設管理費でございますが、

(1)藤崎台県営野球場初め県営体育施設６施

設の指定管理者への管理委託等に要する経費

でございます。 

 ２、県営体育施設整備費でございますが、

(1)県営体育施設整備事業は、県立体育施設

の計画的な改修等に要する経費、(2)武道関

連施設調査検討事業は、武道施設のあり方に

ついての調査、検討に要する経費でございま

す。 

 なお、前年度に比較して４億7,117万6,000

円の減額となっておりますが、減額の主なも

のは、26年度事業の県立総合体育館改修整備

事業の終了によるものでございます。 

 以上、総額15億8,409万8,000円を計上して

おります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。着座にて御説明申し上げます。 

 説明資料の29ページをお願い申し上げま

す。 

 第82号議案といたしまして、熊本県立学校

職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について提案しております。 

 この条例は、県立学校職員の特殊勤務手当

の額などの見直しに伴い、関係規定を整理す

るものでございます。 

 ２の条例の内容でありますが、先に(2)の

教員特殊業務手当について御説明いたしま

す。 

 この手当は、修学旅行など引率業務、また

は週休日等に行われる部活動指導業務等に従

事した教員に支給される特殊勤務手当の一つ

でありますが、国では、めり張りある教員給

与実現の観点から、手当額を25％引き上げる

とする見直しを行いまして、本県でも、これ

に対応して、各業務における手当額を約25％

引き上げることとしております。 

 また、あわせまして、(1)ですが、漁労実

習手当の支給対象となります船舶を所管する

学校が、平成27年４月に苓洋高等学校から天

草拓心高等学校となることに伴いまして、所

要の規定の整理を行うこととしております。 

 なお、漁労実習手当についてであります

が、これは、教育職員が船舶による漁労実習

に従事した場合に支給されるものでございま

す。 

 施行日につきましては、平成27年４月１日

からとしております。 
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 次に、32ページをお願いいたします。 

 第83号議案としまして、熊本県職員の特殊

勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

の制定について提案しております。 

 この条例は、平成27年４月に天草拓心高等

学校が開校すること等に伴い、関係規定を整

備するものでございます。 

 ２の条例の内容でありますが、漁労手当の

支給対象となる船舶を所管する学校が苓洋高

等学校から天草拓心高等学校となることに伴

い、(1)から(3)までのとおり、条例に規定す

る学校名を天草拓心高等学校に改めるもので

ございます。 

 なお、漁労手当についてでありますが、こ

れは、船舶に乗り組む船員である職員が漁労

に従事したときに支給されるものでございま

す。 

 施行日につきましては、平成27年４月１日

からとしております。 

 あわせて、苓洋高校が存続する間、所要の

経過措置を定めることとしております。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○福澤社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 続きまして、説明資料の34ページをお願い

いたします。 

 第84号議案といたしまして、熊本県立図書

館設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを提案しております。 

 これは、これまで明治文学以降の文学資料

を収集、展示してきました熊本近代文学館

を、改修後には、熊本ゆかりの文学に加え、

熊本の歴史に関する資料を収集、展示などを

行うことで、熊本の文学の振興と熊本の歴史

の継承に寄与する施設であるくまもと文学・

歴史館として機能を拡充することから、これ

に伴いまして関係規定の整理を行うものでご

ざいます。 

 検討の経緯といたしましては、まず、熊本

近代文学館の改修後の機能や名称につきまし

て、平成25年７月から１年以上かけまして、

外部有識者で構成する検討会議で議論をして

いただきました。改修後の名称につきまして

は、同検討会議におきまして、改修後の施設

が子供たちにも親しみやすいものとすること

などの意見が出されましたこと、また、名称

は設置者たる教育委員会で決定すべきである

とされたことから、昨年12月の教育委員会で

重ねて検討を行い、くまもと文学・歴史館と

することとしたものでございます。 

 なお、くまもと文学・歴史館は、本年４月

から本格的な工事に着手し、来年１月のオー

プンを予定しておりますが、これに先立ちま

して、資料収集等の準備や県民への周知、広

報などが必要であるため、これらの取り組み

の根拠であるこの条例を今議会に提案するも

のでございます。 

 改正点について御説明いたします。 

 まず、施設の目的につきましては、機能拡

充の内容を踏まえまして、これまでの熊本の

文学の振興に寄与することに加えまして、熊

本の歴史の継承に寄与することを追記してお

ります。施設の名称は、これまでの熊本近代

文学館をくまもと文学・歴史館に改めます。

さらに、施設の名称変更に伴いまして、熊本

近代文学館の文学館長を、今後は文学・歴史

館長とするものでございます。 

 施行日につきましては、供用開始をする日

を施行日とすることとしております。 

 くまもと文学・歴史館は、来年１月中のオ

ープンを予定しております。 

 現時点では供用開始日が確定できませんの

で、確定でき次第、教育委員会規則で施行日

を定めることとしております。 

 続きまして、説明資料の36ページをお願い

いたします。 

 くまもと家庭教育支援条例の一部を改正す
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る条例の制定につきましてでございます。 

 これは、就学前の子供に関する教育、保育

等の総合的な提供の推進に関する法律の一部

改正に伴いまして、関係規定を整理するもの

でございます。 

 具体的には、くまもと家庭教育支援条例の

第２条第３項で、認定こども園の定義を置い

ております。認定こども園は、先ほど述べま

したこの法律の定義を引用しております。 

 今回、この法律が一部改正されまして、認

定こども園の条項が第７条第１項から第２条

第６項へ改正されましたので、それに合わせ

て改正するものでございます。 

 また、この法律が平成27年４月１日より施

行されますので、それに合わせまして、この

条例も27年４月１日より施行するものでござ

います。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座にて失礼します。 

 38ページをお願いいたします。 

 熊本県立天草高等学校天草西校の廃止に伴

い関係規定を整理するため、第86号議案とし

て、熊本県立学校条例の一部を改正する条例

の制定について提案しております。 

 なお、同校は、平成25年度から生徒の募集

を停止しており、同校に在籍する３年生は、

平成27年３月に卒業したところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の40ページをお願いいたします。 

 第87号議案としまして、熊本県立総合体育

館条例の一部を改正する条例の制定について

提案しております。 

 これは、熊本県立総合体育館の改修等に伴

い、関係規定を整備するものでございます。 

 内容につきましては、説明資料の３をごら

んください。 

 ３の(1)ですが、小体育室に空調設備を新

たに整備することから、維持管理費相当額等

を上乗せして、小体育室の使用料を改定する

ものです。 

 次に、(2)ですが、卓球の個人使用につい

ては、現在、大体育室、中体育室でも使用可

能となっておりますが、これまでの利用実績

を踏まえ、小体育室に限定するものでござい

ます。 

 次に、(3)ですが、大体育室の改修に伴

い、プロスポーツ等の興行での利用をより一

層促進するため、大体育室を専用使用する者

が入場料を徴収する場合の徴収料に加算する

額を50％引き下げるものでございます。これ

は、例えば、現在、床を観覧席とする場合、

最高税込み入場料の200人分を加算額として

徴収しておりますが、これを50％引き下げ、

100人分にするというものでございます。 

 次に、(4)ですが、プロスポーツ等の興行

の際に大体育室を専用使用する者が広告物を

表示する場合、使用料に、知事が定める額を

加算した額とするものです。これは、広告物

の表示に係る規定については、県民総合運動

公園など他の体育施設と同様に一定額を広告

料として使用料に加算することができるよ

う、規定の整備を図るものでございます。 

 この条例は、平成27年４月１日から施行す

ることとしております。 

 以上、熊本県立総合体育館条例の一部を改

正する条例の制定についてでございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○増永慎一郎委員長 以上で付託議案に関す

る教育委員会の説明が終了しました。 

 ここで一旦休憩に入り、教育委員会の質疑

は、午後から受けたいと思います。 

 再開は、１時10分からといたします。 
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 休憩に入ります。 

  午後０時７分休憩 

――――――――――――――― 

  午後１時９分開議 

○増永慎一郎委員長 それでは、委員会を再

開いたします。 

 教育委員会の説明に対する質疑を受けたい

と思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○小杉直委員 14ページ、施設課長、下のほ

うの校舎新増改築工事で１億7,000万余を組

んであるですたい――17億か、済みません。

この熊本工業高校実習棟改築工事、これに

は、このうちのどのくらいですか。 

 

○清原施設課長 施設課でございます。 

 この熊本工業実習棟改築事業につきまして

は、地質を調べるためのボーリング調査を予

定しておりまして、500万円でございます。 

 

○小杉直委員 この17億8,500万余の中に、

ボーリング調査費用としての500万しか含ん

でないわけ。 

 

○清原施設課長 はい。 

 

○小杉直委員 今後の大体の予定、構想はど

うなっていますかね。 

 

○清原施設課長 熊本工業高校実習棟改築事

業につきましては、現在基本構想策定を委託

して作業しておりまして、ことしの８月末ぐ

らいまでに基本構想がまとまる予定でござい

ます。それと並行してボーリング調査を実施

しまして、28年度に実施設計等に進めてまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

 

○小杉直委員 そうすると、基本構想は８月

ごろという説明であったが、基本設計はいつ

ごろ。 

 

○清原施設課長 済みません、今、基本設

計、実施設計等は28年度から取り組んでまい

りたいと思っております。 

 

○小杉直委員 ならば、繰り返しになるばっ

てんが、基本設計と実施設計を28年度に予定

して、建築の完成年度は29年度から30年度、

２カ年でしょうかな、それとも１カ年。 

 

○清原施設課長 先ほど申し上げましたよう

に、現在基本構想を策定しているところでご

ざいまして、その中で、建物の規模とか構造

とか、そういうものによって建築にかかる年

数とかあるいは事業費とかがわかってまいり

ますので、それを見た上でということになる

と思っております。 

 

○小杉直委員 前回までの委員会の説明だっ

たと思って、42億ぐらいの総事業費を考えと

ったでしょう。そういうふうなことならば、

大体の基本設計と実施設計、そして建設をい

つからいつごろまでという予定的な計画があ

るんじゃないですか。 

 

○清原施設課長 42億程度と申しますのは、

今14棟実習棟がございますけれども、これを

同じ棟数というか、同じような形で建てかえ

た場合はそれぐらいの規模がかかると予想し

ておりますが、例えば、敷地に制約がござい

ますので、今回の基本構想の中で高さを、現

在２階建て棟が中心ですが、もう尐し高い建

物にするとか、そういうことによって敷地の

有効利用等を図ることができますので、そこ

については基本構想の中で明確になってくる

と思っております。 

 

○小杉直委員 そんなら、総事業費が大体ど
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のくらいちゅうとは、予定的には発表はでき

ないんですか。それとも、発表はできないち

ゅうだけで内部的には大体42億前後を考えと

るという、それも言われぬたいな、内部的な

らば。 

 総事業費については、こういう場所でまだ

はっきり言えないということですかな。 

 

○清原施設課長 先ほど申し上げましたよう

に、建物の規模とか階数とかによって、それ

がある程度わかってから総事業費がわかって

まいりますので、今の段階ではちょっと申し

上げられません。 

 

○小杉直委員 わかりました。ちょっと私が

質問の仕方が尐し角度が、間違っちゃおらぬ

けれども、ちょっと角度が切り過ぎたごたる

感じだけん、ちょっと御無礼しました。 

 何で私がそやん言うかというと、結局今グ

ローバルの世の中になってきて、各国が非常

に頭脳戦略ちゅうですかね、ＩＴ含めてのい

ろんなグローバル的な戦いになってきとるで

すが、どうしてもものづくりを含めた理工関

係が日本は弱いわけですよね、御承知のとお

り、釈迦に説法ばってんが。それで、例え

ば、熊本工業高校あたりのこういう実業的な

学校の生徒さんたちが、大学に５％でも10％

でも行くようなコースというですかね、道筋

ができることによって、大学出た後のまた、

日本だけでなくて、世界的なグローバル的な

戦いの中に入っていかるるわけですたい、ビ

ジネスの中でも。だから、今は、往々にし

て、普通高校から大学に行って、そして社会

に出ていくというケースが多いでしょう。し

かし、もう高校のときから、やっぱり理工系

なところに、例えば土木、私は土木出身です

が、そういう工業学校なりに進んでいって、

そして大学も、さっき言ったように、まあ５

％でも、よければ10％でもその枠ぐらいをつ

くってやってもらうと。そして日本の世の中

に出ていって、グローバル的な世界の中で十

分日本の頭脳が発揮されるようなことも考え

んといかぬとじゃなかろうかなと思うとるも

んですけん、ちょっとくどく聞いたわけです

が、そういう考え方について、教育長はどう

お思いになるですかな、いきなりばってん

が。 

 

○田崎教育長 今おっしゃったように、工業

高校に進んだ子供たちは、ある意味、全てで

はないと思いますけれども、そういうものづ

くりに関心がある、どちらかと言えば、理工

系に関心があって進んでいる子供たちであり

ますので、そういった子供の中から、さらに

上級学校に進んで、日本のそういうものづく

り工業を支えていくということは非常に大事

なことだと思っています。 

 現在も、それぞれ学校には、それぞれの工

業高校、大学のほうの工学部あたり、理学部

あたりとのそういういろんな、何といいます

か、枠と言ったら変ですけれども、推薦枠と

かも持っておりますので、そういったものも

活用しながら現在も進めているところであり

ますし、今後もそのあたりをしっかり進めて

いかなければいけないというふうに思ってお

ります。 

 

○小杉直委員 なら、ありがとうございまし

た。まあ、学生さんとか、いろんな専門誌的

なところを、薄い勉強ですけれども、聞いた

り読んだり見たりしてみると、やっぱりそう

いう道筋ももう尐し日本は力を入れんといか

ぬとじゃなかろうかという意見も結構多いん

ですな。 

 ここを見てみると、18ページに県立中学校

の理科教育等設備費あたりが出してあるけん

ですね、金額はさることながら、そういうふ

うな方面で、県立の中学校、高校にも、理工

系にも設備投資もされておられるなというふ

うな思いもあったもんですけん、ちょっと施
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設課長に聞いたわけですが、これで終わりま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 何点か、この社会教育

課、10ページですけれども、この新規事業に

つきまして、この新しい言葉、地域未来塾と

いう言葉ができているんですけれども、これ

は20カ所ぐらいということで、これは県が指

定するというか、決めるんですか、それとも

市町村が手を挙げたところにこういう助成を

行うんですかね、これは。 

 

○福澤社会教育課長 地域未来塾について御

質問いただきました。 

 新規事業であります、地域と協力した学力

向上プロジェクトでございますが、これは、

市町村が、希望するところに地域未来塾を設

定するという形でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 具体的に内容がちょっと

よくわからぬので、ちょっとイメージをわか

るように説明してください。 

 

○福澤社会教育課長 この補助事業は、学習

がおくれがちであるとか、学習習慣がまだな

かなか定着していないというような、市町村

あるいは学校のようなところが課題意識を持

っておられるところが手を挙げて行う事業で

ございまして、小中学生を対象にする事業と

なっております。 

 この事業は、大学生であるとか教員のＯＢ

のような方々に講師になっていただきまし

て、学校の授業以外の放課後でありますとか

土日、あるいは夏休みのようなところに学び

の場を提供するという形で、そういう大学生

であるとか教員ＯＢの方々に、学習習慣など

を定着するように学びの場を設けていただく

という事業になっております。 

 

○氷室雄一郎委員 次、２点目ですけれど

も、義務教育課のこの中学校夜間学級に関す

る調査をするために若干費用をつけておられ

るんですが、九州各県の中でも夜間中学がス

タートしているところがあるんですか。 

 

○浦川義務教育課長 夜間中学につきまして

でございますが、昨年９月に文科省が実施し

た調査がございます。それによりますと、九

州の中で夜間中学を設置しているというのは

ないというふうに認識しております。 

 

○氷室雄一郎委員 結局、県内の状況が全く

わからないからこの調査をするということな

んですか。ある程度わかっていたらその数字

をちょっと教えてください。 

 

○浦川義務教育課長 先ほど申し上げました

昨年９月の文科省の調査におきましては、本

県で夜間中学は設置されておりませんし、現

在設置を検討しております市町村はございま

せん。ただ、夜間中学というのは、義務教育

未修了者等の就学機会を確保するという上

で、非常に重要な役割を担っているというふ

うに認識しておりますので、市町村教育委員

会との連携のもとで来年度国が実施いたしま

す調査研究事業、それを活用して夜間中学の

設置の必要性について研究していくというこ

とでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 ３点目は、この体育保健

課の東京オリンピックに向けた選手育成事業

についてちょっと。これは人数的には40名ぐ

らいだったと思うんですけれども、これは予

算措置がしてありますけれども、これはどう

いう形でこれを進めていかれるのか、もうこ

こで選手として認められたらずっとやってい

くんですか、それとも期間限定でやっていか

れるのかと。また、どういう学年が含まれて

いるのか、その辺、ちょっともう尐し教えて

ください。 
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○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 この東京オリンピック選手育成事業は、中

学生、高校生を対象とした事業でございまし

て、本年度は、45名を指定したところでござ

います。 

 毎年選考委員会を開催いたしまして、その

年度その年度に、対象の生徒40名ほどを選考

してまいる事業でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 ということは、これから

ちょっと時間があるわけですけれども、中高

を対象として――じゃあ、高校を卒業した

ら、もうそれで終わりということなんです

か。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 大学に進学した場合には、大学はその強化

――中央の大学でございますので、そういっ

た練習環境に恵まれております。また、社会

人になった場合にもそういった練習環境に恵

まれておりますので、本県におきましては、

中学、高校生を対象とした事業を組んでいる

ところでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 もう中学校のとき受けた

ら高校――まあ、選考会があると思うんです

けれども、中学校、一番長いので６年と、そ

れが終わったら、もうこの事業は、まあ大学

に行ったら別だということと理解してよかで

すかね。 

 

○平田体育保健課長 大学生になった場合に

日本代表に選ばれるような選手になるよう

に、中学、高校で強化して、そういった選手

になるということを目標にしているところで

ございます。 

 なお、本事業は、一応今年度から３年間と

いう予定でございまして、現在の中学、高校

生がその大学を卒業したとき、22～23とか、

そういったときにオリンピックの対象選手に

なるということを目標にしているところでご

ざいます。 

 

○氷室雄一郎委員 一応３年間の、今のとこ

ろは計画でこれをやっていかれるということ

ですね。 

 ちょっと中高の内訳がわかったら教えてく

ださい、現在の中高の内訳。 

 

○平田体育保健課長 45名のうち、中学生が

10名、高校生が35名でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 わかりました。 

 

○増永慎一郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○平野みどり委員 先ほど小杉委員が御質問

のあったことともちょっと関連するかと思う

んですけれども、工業高校とかで、何という

んですかね、専門的ないろんな地域の方たち

の力を子供たちに学んでもらうような、マイ

スターみたいな形でですね、そういう機会が

あると思うんですけれども、今回のスーパー

プロフェッショナルというのは、そういった

理工系の、そういった技術の専門というよう

なことなんでしょうか。それとも、ある意

味、医学とか、それか、ほかにも文系という

か、そういった方面のプロフェッショナルと

いう意味合いもあるんでしょうか。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 スーパープロフェッショナル・ハイスクー

ルでございますが、これは専門高校を対象と

した事業でございます。ただいま、工業高

校、商業高校、農業高校の３校が本県から申

請をしているところでございます。 
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○平野みどり委員 わかりました。 

 スーパーサイエンスとはどんなふうにまた

違うんですか。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 スーパーサイエンス・ハイスクールと申し

ますのは、平成14年から動いている事業でご

ざいます。このスーパーサイエンス・ハイス

クールにつきましては、専門高校、普通高校

の区別はございません。理数教育に特化した

プログラムを準備する学校ということで国が

指定しているものでございます。 

 今回、スーパープロフェッショナル・ハイ

スクールにつきましては、専門高校を主に指

定をするという目的で始まったものでござい

ます。 

 

○平野みどり委員 わかりました。何か英語

がいっぱい出てくるのでですね、それで、ス

ーパーグローバルハイスクールも、国際的な

人材育成というふうな点だろうとは思うんで

すけれども、ちょっとまた別な質問させてい

ただきます。 

 社会教育課の９ページから10ページに、例

えば９ページの３番の放課後子ども教室、前

々からやっている学童保育の文部科学省版み

たいなやつですよね、たしか。放課後に子供

たちが学ぶ時間を過ごすのを学校施設を使っ

てということだと思うんですけれども、その

ほかにも、地域の寺小屋推進という、６番で

すね、地域の寺小屋、ボランティアの方を活

用してというふうなこととか、その次のペー

ジの、先ほど御質問があった地域の未来塾で

すか、10番。こういうのというのは、３番の

放課後は別として、６番とか10番とかという

のは、先ほどもちょっとお話あったかと思う

んですけれども、土曜日を使ったり日曜日を

使ったりということなんでしょうかね。今後

土曜日の授業ということで本県も打ち出され

ていますけれども、既に土曜日にいろんな事

業が、社会教育課のところだけ見ても、これ

は多分土曜日を使ってやっているんだろうな

というものがあるんですけれども、そことの

関連で、今後土曜日の授業を学校がするとい

うこととの関連はどんなふうになっていくん

でしょうか、今後。 

 

○福澤社会教育課長 さまざまな事業がござ

いますので、簡卖に御説明します。 

 もうここ20年ぐらい学校、特に小中学校な

んかは、地域の浮き島というか、離れ小島の

ような存在ではなくて、地域の中のしっかり

とした１つの存在であると。地域づくりをし

ていく上で１つの構成員であるという考え方

に立って、学校のほうも、開かれた学校づく

りという形で、さまざまに地域の方々の力を

かりて学校経営行っております。 

 それで、それに当たっては、まず、地域の

方々、どのように御協力いただくかという計

画であるとかチェックが必要になります。そ

れを義務教育課さんのほうでやっておられる

コミュニティースクールという形で、地域の

力を入れる計画の立案だとかチェックを行っ

ております。 

 それに対して、具体的な実行する人たちと

して、例えば、放課後に活躍の場、活動の場

を設ける放課後子ども教室ですとか、授業の

中に書道を入れるとか、ミシンなんかは先生

たち苦手な方もおられるので、そういうミシ

ンや書道のようなものについて地域の力をか

りる学校、家庭、地域の連携推進事業であり

ますとか、あとは、先ほども申し上げました

とおり、学習が尐しおくれがちであるとか、

あとは、中学生に対して小学校の尐し積み残

しのような勉強、そういうものを、学習の場

を提供する地域未来塾というようなさまざま

なサービスの内容でありますとか、時期の違

いによって地域がきめ細やかに選べるように
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設定するのがこの補助事業、たくさんあって

恐縮ですが、そういう形になっております。 

 それで、先生のおっしゃるとおり、土曜日

というのは、国のほうでも土曜日授業の話が

出てきておりまして、本県では、土曜日の部

活動でありますとか、あとは、福祉のほうで

行っております学童クラブ、児童クラブのほ

うも土曜日の活動ありますので、そちらのほ

うについてはさまざま錯綜しておって、既に

子供がいろいろと参加しておりますので、総

合プランできますので、そのあたり関係の部

局と一緒になって、子供たちが困らないよう

に、あるいは地域の方々の力を過度にお願い

して疲弊を招かないように、整理していきた

いなというふうに考えております。 

 

○平野みどり委員 よく私の疑問にお答えい

ただけたかなというふうに思っています。 

 もう既にいろんなことがやられているの

で、今回その学力向上ということも土曜日の

授業やることに加えられているようですけれ

ども、本当に学力が伸び悩んで、今後授業に

なかなかついていけなくなるだろうというふ

うな子供たちに手当てをするということ、と

ても大事なことなので、実態としてもうやっ

ているということですから、学力をさらに高

く伸ばしていくというか、競争をあおるよう

な形で土曜日の活用をするのはいかがなもの

かな、むしろおくれがちな子供たちを支援し

ていくというスタンスがとても大事だろうと

思うので、いろいろ計画を立てられる際はよ

ろしくお願いします。 

 ほかにもあるんですけれども、県立学校で

障害を持っている方を雇用するというのがあ

りましたよね、５ページですね。県立学校に

おける障害者の雇用ということで、知的障害

の方――精神の方、どうなのか、知的障害の

方たちを一定期間雇用して、次の就労先への

経験を積んでもらうというような試みだろう

というふうに思っておりますけれども、これ

は、支援学校でそういう方たちが働いている

のは存じ上げておりますが、これは支援学校

以外の県立学校でもこういう形で働いている

人いるんでしょうか。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 支援学校以外でも、これで雇用をしており

ます。具体的には、熊本農業高校、それから

菊池農業高校ですとか、御船高校ですとか、

特別支援学校以外でも実績がございます。 

 

○平野みどり委員 わかりました。 

 一定期間なので、その期間しか雇用されな

いということでの御不満もあるみたいですけ

れども、それはそれとして、県のほうでもこ

ういった雇用の形態をやっているので、今後

の課題ということではあるんですけれども、

まあ、支援学校以外――支援学校は自分にか

かわってくれた先生たちがいるので安心とい

う部分あるのかもしれませんけれども、一般

の高校にもどんどんまた広げていってほしい

なと、全部の高校にそういう方たちも働いて

いるよという状況をつくっていただけたらな

というふうに思います。 

 それと、特別支援教育の部分で、24ペー

ジ、ほほえみスクールライフ支援事業の御説

明がさっきあったとき、ちょっと私も聞き違

いかどうかもう一回確認したいんですけれど

も、医療的ケアを要する子供というくだりの

ところで、人工呼吸器の子供の説明もあった

かと思うんですけれども、このほほえみスク

ールライフ支援事業には、人工呼吸器の子供

への医療的ケアの部分は入れないというお話

でずっと聞いていたんですけれども、ここで

御説明があったということは、もうそういう

子供も含めて医療的ケアの子供たちへの支援

をほほえみスクールライフ支援事業というふ

うにおっしゃったのでしょうか。確認させて

ください。 
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○栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 今御質問がありましたほほえみスクールラ

イフ支援事業のことでございますが、一般的

ないわゆる医療的ケアに関する経費と、それ

からこの人工呼吸器の管理等のため看護師を

派遣する事業者への補助に関する経費を、事

業上は一緒にして計上をしているところでご

ざいます。 

 ただし、具体的なケアにつきましては、こ

れまでどおり、一般的な医療的ケアの実施に

ついては、県が契約をした医療機関の看護師

さんが実施すると。それから、人工呼吸器の

管理等を行う看護師というのは、訪問看護ス

テーションのほうの看護師さんが行っている

ところでございます。 

 

○平野みどり委員 わかりました。まあ、従

来どおりということですね。 

 御要望は、保護者の方たちからも、ほほえ

みスクールライフの医療的ケアの看護師さん

も人工呼吸器の看護師さんも、ともに同じと

ころにいるわけだから、何とか一緒に協力し

てできないものだろうかというお話もあるの

で、今後の課題として――もう私もここには

いませんので、また議論していっていただき

たいなというふうに思います。 

 とりあえず以上です。 

 

○増永慎一郎委員長 ほかに。 

 

○松田三郎委員 資料40ページ以降、体育保

健課にお尋ねいたします。 

 平田課長の御説明がありましたように、プ

ロスポーツ等の興行と書いてありますが、主

に、以前私も代表質問で、そして12月議会で

したか、我が党の橋口議員も、主にヴォルタ

ーズを念頭に置いていろいろ要望してまいり

まして、御検討いただいて、大きな御英断の

結果、今度の改正案につながったんだと思っ

ております。私からも感謝申し上げたいと思

いますが、そこで、確認と質問あわせてでご

ざいますが、40ページの(4)で御説明の広告

物を表示する場合の加算、これは、大体育室

に関して今までなかったのを今回の改正を機

に、先ほどおっしゃったＫＫＷＩＮＧです

か、とかのバランスと聞こえましたけれども

――を考えて新たにできたかどうかという確

認が１点と、そして、41ページの備考の２に

なりますが、最後の「知事が別に定める額を

加算した額」というのが、たしかこれには載

ってないと思いますが、大体幾らぐらいなの

か、この２点、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 広告物につきましては、これまで、うまか

な・よかなスタジアムにつきましては、広告

物の規定があったものでございますが、県立

総合体育館の大体育室につきましては、広告

物の規定がございませんでしたので、新たに

規定するものでございます。 

 また、今後のその金額といたしましては、

１日当たり１平方メートル当たり880円あた

りを予定しているところでございまして、こ

れは、県民総合運動公園の加算、広告物の値

段ですね、そういったものを勘案しまして、

今後設定する予定でございます。 

 

○松田三郎委員 ということは、この広告物

は何でも対象になるわけですか。具体的な商

業的な広告物とか、あるいはただ何かチーム

名を出したとか、その対象の範囲があるなら

ば教えていただきたい。 

 

○平田体育保健課長 予定しておりますもの

は、いろんな企業、団体からのそういった企

業とかの広告でございます。 
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○松田三郎委員 それを、じゃあ興行主が、

使用者が払うわけですよね。 

 

○平田体育保健課長 例えば、先ほどヴォル

ターズというのがございましたが、ヴォルタ

ーズが設置をした場合には、ヴォルターズの

ほうから広告料をいただくということになり

ます。 

 

○松田三郎委員 １平方メートル当たり880

円というのは、ちょっと想像もつきませんけ

れども、まあ、大したことない額なんですか

ね。あんまりこの加算が高いと、せっかくこ

の大体育室のプロ使用の場合の下げていただ

いたのは相殺されて、あんまりありがたみが

ないならなと思いましたから。 

 

○平田体育保健課長 この広告物の値段につ

きましては、市場価格あたりと均衡を失わな

いように設定したものでございますし、現

在、ロアッソにつきましては、広告物の使用

料につきましては、もらわずに減免している

ところでございまして、こういったヴォルタ

ーズからの要請あたりがありましたら、今後

検討していくということになるかと考えてお

ります。 

 

○松田三郎委員 わかりました。もう１点い

いですか、溝口先生。 

 資料12ページ、文化課、２の(4)日本遺産

関係、溝口先生初め我々も一生懸命取り組ん

でおりまして、国並びに教育委員会、文化課

も大変力を入れていただいていることは感謝

にたえないところでございます。 

 数日前、ある町村の教育長さんとお会いし

まして、これは、御存知のように、国指定、

県指定の６割とか７割とかが県内の人吉、球

磨に集中をしている。ある意味では、市ぐら

い大きいところは別かもしれませんが、余り

大きくない町村にとっては、未指定の文化財

も多い、あるいは未指定すらわからないとい

うか、もしかすると、探せばもっとあるのか

もしれないというのを含めると、なかなかこ

れを――まあ、我々が思うほど簡卖に市町村

の指定というのはすぐできるわけじゃないと

は思いますけれども、これからそれを市町村

レベル、特に町村レベルでいろいろ調査をし

たり、この指定をしたりというところが、な

かなかマンパワーの面で、あるいは能力の面

で、あるいは予算の面で難しいんではないか

という危惧が、ここ数年、あるいはそれ以前

からおありのようでございまして、例えばと

いうことで、一例で、あるところ、これは未

指定だそうですけれども、近隣のいわゆる集

落の10軒ぐらいだったんでしょうけれども、

昔は。今やそこが１軒だけで、高齢の御夫婦

で管理をなさっておられると。どうしても自

分たちはもう無理であると、時間がたてばた

つほどその文化財自体も老朽化してきて、な

かなか調査しようにもしにくい状況にもなっ

てくると。ある意味じゃ時間との闘いでもあ

り、概算で、専門家に聞いたら、解体をして

調査するのに400万～500万かかるだろうと。

それで、その後、運よくといいますか、運よ

くつながったとしてもお金の持ち出しもかか

るし、そうじゃないならば、丸々卖費で出さ

なければならないとなると、極端な話、余り

周りを見ないほうが、見なくて探さないほう

がいいのかなというような判断まで出てくる

自治体もあるんではないかと。 

 そこで、ここにも書いてありますように、

例えば、日本遺産でありますとか、いろいろ

球磨地域の文化財にとって追い風が吹いてい

るときに、球磨地域だけをしてくださいとい

う意味じゃありませんけれども、こういった

未指定、あるいは未指定までもいっていない

というか、こういうところに何かの支援が、

現制度、現ルールでもないんでしょうけれど

も、何か考えていただけるならば、インセン
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ティブとして働くんではないかと思いますけ

れども、何かないもんですかね。 

 

○手島文化課長 委員御心配のように、未指

定、市町村の指定にもなっていないような文

化財、そういったものを、本来なってもいい

ようなものがなかなかなってないというふう

な状況にあるというのは承知しております。 

 今回、日本遺産認定を人吉・球磨地域目指

しております。今回の当初予算のほうで掲げ

させていただきました県の日本遺産による文

化財群魅力発信支援事業、これにつきまして

は、今委員がおっしゃられましたような未指

定の文化財の学術調査、それから未指定の解

消を目的としました新規の指定を、市町村が

今回未指定の部分をしますというふうな形の

部分について、モデル的に補助事業を取り組

んでいけたらなというふうなことも考えてい

るところでございます。 

 また、指定につきましては、県指定になっ

たもの、国指定になったもの、国指定のもの

は国の補助がつきますし、県指定のものにつ

いては県の補助がつきますので、まずは、未

指定のものについては市町村指定を目指して

いただいて、市町村指定のものについては、

それぞれ県指定、国指定、指定のアップもつ

ながるような形で市町村を支援してまいりた

いというふうに考えております。 

 

○松田三郎委員 ありがとうございます。 

 さっき言いましたように、あんまり大きく

ない町村にあっては、どうしても首長さん、

あるいは教育長さんの御判断で、福祉とかそ

っちのほうにどうしても優先順位が高くて、

あるいは教育委員会の中でも、さっきありま

したが、学力向上とか学校教育のほうにどう

しても重きを置かざるを得ない、ということ

は、文化財関係がやっぱりどうしても後回し

にされてしまう。おっしゃるように、なかな

かこの調査をしても、未指定の場合、そこま

でも支援がないなら、なかなか二の足、三の

足がですねという話を聞きますので、今課長

の御答弁にもありましたようなことを何か取

っかかりとして、国においてもいろいろ御支

援を、引き続きそういうスキームがつくれる

ならばと思ってやっていきたいと思いますの

で、今後とも御協力をお願い申し上げます。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員 日本遺産の件は、よろしく

お願いしておきます。 

 ２ページの教育政策課、熊本県教育情報化

推進事業。ＩＣＴ、タブレット等を活用した

教育の推進については、非常に先進的な取り

組みというか、山江村とか高森町とか、こう

いったところが脚光を浴びて、県内外からと

ても評価をされているというふうに思いま

す。 

 特に、私は、県教育委員会として、それぞ

れそういう取り組みをする市町村に対するフ

ォローアップというか、きちっと一緒にやっ

ていくという姿勢が非常に評価をされている

んだろうと思いますし、その影響で県内各地

でもそういったＩＣＴを活用した教育という

のに力を入れてこられたということで、非常

にいい取り組みだなと思っています。 

 ただ、一方で、いろんなところに視察に行

ってみると、先に取り組めば取り組むほど機

器が老朽化してくるわけですよね。ここ、移

り変わりが早いので、そうやった機器の買い

かえ等について今後どう対応していくのかと

いうのがお尋ねの１点です。 

 それと、ここにも書いてあるように、教科

書もデジタル化していくような流れになりつ

つあって、いろいろＩＣＴの現場を見てみる

と、教育現場に余りお金がないこともあっ

て、いわゆるＩＣＴの業者さん、あるいは教

科書会社さんの民間の方々のバックアップと

いうのが非常に大きいんだなというものを感

じています。ただ、やっぱり民間ですから、
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バックアップする、協力するというところに

は、やっぱり何か次のメリットがないと、そ

れも続かないんだろうと思いますけれども、

その辺、非常に微妙だなと思いながら私、実

は見ているんですね。民間の方々の相当な手

厚いバックアップが実際現場にはある。けれ

ども、なかなか教育予算としては確保ができ

ていけないというところで、今度教科書まで

がデジタル化していくということであれば、

相当激しいそういう水面下の争いも含めて出

てくるんだろうと思いますけれども、そのあ

たり、やっぱり行政は行政として、どっか一

線きちっと持っておかないといけないと思い

ますし、そのあたりについて現時点でどうお

考えになっているのか。もちろん、こうやっ

て自主的に民間が協力するというのをしなく

ていいとか、排除するという意味じゃなく

て、そこの協力はやっていただきながら、ど

ういう関係が好ましいと思われているのか、

その辺についてお尋ねをいたします。 

 

○能登教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 まず、１点目の機器の導入関係でございま

すが、確かに、各市町村、特に先進的に入れ

た市町村については、その更新時期を迎えよ

うとしておりまして、今後どうするか非常に

考えられているところでございます。私ども

も、県立学校のＩＣＴの更新、そういったも

のに非常に苦慮しておりますので、そういっ

た費用が非常にかかるということ、市町村教

育委員会の悩みというのもよくわかります。 

 実際、総務省のほうで、地方交付税の中

で、１校当たり幾らということで、相当部

分、電子黒板、あるいは一定数のパソコンの

配備については交付税措置がなされておりま

す。ただ、いわゆる交付税は一般財源でござ

いますので、ほかのものに使うということが

可能でございますから、なかなか財政力が小

さい、弱い市町村では、そことのやりとり、

財政当局とのやりとりで苦慮されているとい

うこともございます。どういった額が、配備

といいますか、措置されているかといった情

報も、教育委員会事務局のほうに、市町村の

教育委員会事務局のほうに流しながら、こう

いった交付税を非常に活用していただくとい

うことをお願いしながら、また、中ではいろ

んな工夫、必ずしも全員がタブレットが必要

なのか、あるいは４人に１台とか、そういっ

たこと、あるいは授業全体で使う必要はない

のではないかとか、そういったところのアド

バイスもしながら、基本的に機器整備は市町

村の経費でやるというのが原則でございます

ので、そういったことを働きかけているとこ

ろでございます。 

 それと、民間のＩＣＴ企業の協力でござい

ますが、民間企業も、今現在どういった使い

方ができるのか、どういった機器は活用度合

いが高いのか、実際先進的な学校でそういっ

た研究もするということで、先進的な取り組

みをやっている市町村、学校に対して機器を

リースしたり貸し出したりしているという実

態がございます。それぞれ民間のほうもそう

いったメリットございますし、市町村教育委

員会のほうでもそういったメリットございま

す。ただ、そういったことでつながりが余り

深くなり過ぎるとまた問題もございますの

で、そこら辺、毅然としたその体制はとりな

がらも、できるだけそういった活用していた

だくと、ウインウインの関係になりますの

で、そこら辺もできるだけ注意していただき

ながら、活用できることは活用するというこ

とで取り組みを進めていただきますよう、引

き続き働きかけていきたいというふうに考え

ております。 

 

○溝口幸治委員 民間事業者との関係は、う

ちが最先端を走れば走るほど、しっかりサポ

ートしていただけると思いますので、そうい

う状態が保てるようにぜひ頑張っていただい
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て、民間の方々とも良好な関係をぜひ築い

て、子供たちのために役に立ててほしいとい

うふうに思います。 

 それから、機器の買いかえの件ですが、こ

れは、麻生政権末期の経済対策のときに一気

にどんと入ったんですよね、現場にはです

ね。それで、基本的にその市町村で買いかえ

るというのは原則でしょうし、それは基本的

に考えていかなければなりませんが、やっぱ

り国に対してもどっかで求めていくという

か、これだけ普及をしていくと、教科書まで

デジタル化していくということになると、お

願いをする場面が出てくるのかなというふう

に思いますので、その備えをしっかりやって

いただきたいというふうに思います。 

 続けていいですか。済みません。 

 学校人事課にお尋ねをいたします。 

 昨年の委員会、当初予算のときにも議論に

なりましたけれども、発達障害とか支援の必

要な子供さんが小中学校の現場にいるとき

に、非常に先生方の負担が多いので、先生た

ちを配置してほしいということで今年度事業

ができたと思うんですが、そのあたりの評価

というか、そういうものが現場の声としてど

うだったのかということと、今年度27年度

も、それはそのまま継続をするというふうに

理解していいのか、継続するんであったらど

の部分で、この５ページの５番ですかね、ど

こでその部分が入っているのか、教えていた

だきたいと思います。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 特別支援学級の加配の御意見かと思ってお

ります。本年度から、特別支援学級の加配に

ついて、卖県の予算で30人分確保させていた

だいて、特に厳しい学級を持っている学校に

配置をさせていただいているところです。学

校現場のほうから非常に助かっているという

お声もいただいているところでございまし

て、来年度も継続して配置をしていきたいと

いうことで考えているところでございます。 

 それから、先ほど、教育サポート事業のと

ころで、ここの教育サポート事業の小中学校

サポーターのところで、国の補助事業が活用

できるようになりましたので、そこの部分で

も尐し人数をふやして今回予算要求をさせて

いただいていますので、そういったところで

予算御承認いただければ、そういったところ

も活用させていただければというふうに思っ

ているところでございます。 

 

○溝口幸治委員 じゃあ、確認ですけれど

も、去年は、加配ができたところは喜んでも

らったんですけれども、やっぱりあぶれたと

ころというのは非常に悔しい思いをされてい

ましたけれども、去年以上に今回はサポート

事業で枠がふえるというふうに理解をしてい

いということですね。 

 

○山本学校人事課長 なかなか教員の加配と

いうところに卖県でやっていくということに

なりますと、財政的な部分で難しいところも

ありますので、来年度については、サポータ

ーを配置するような形で対応させていただけ

ればということで、国の補助事業もできたも

のですから、それを活用する方向で考えてい

るところでございます。 

 

○溝口幸治委員 わかりました。 

 

○増永慎一郎委員長 よろしいですか。 

 

○平野みどり委員 あと２点あるんですけれ

ども、今のともちょっと関連しますが、高校

にも支援員が入りましたですよね。特別支援

教育課になりますか。 

それで、入っている現場の声として、発達

障害の子供さんがいるということで、その子

供に支援員がついているわけですけれども、
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当初は、支援員も学校現場の先生も当事者

も、何かどういうふうに連携していいのかと

いう部分でも難しくて、結局学校に来なくな

った生徒もいたという話を聞きました。支援

員を入れるに当たっての本人とのきちんとし

た確認とか、あるいは学校現場の先生方との

支援員の動き方の連携とか、支援員そのもの

のスキルというか、経験というか、そういう

ことの確認とか、そこら辺はとても大事だと

思うんですけれども、当初の課題を今後どん

なふうに対応していかれるのか、お聞きした

いと思います。 

 

○栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 今の御質問は、高等学校における支援員の

配置等についてでございますが、平成26年度

から５つの高校に５人の支援員を配置してお

ります。 

 まず、支援に当たっている支援員は、５人

のうち３人が元教員でございまして、残りの

２人も福祉関係者となっております。今御指

摘があった生徒との確認ですとか、他の教職

員との連携、それから支援員のスキルアップ

等については、今年度、この支援員の会議を

県のほうで年間３回行いまして、県の主催の

会議を行いまして、今のようなところの課題

をどう解決していくかというところで意見交

換を進めております。 

 成果としましては、子供たちが支援員の方

々の支援も受けながら安心して学べるように

なったという事例も聞いておりますので、私

どもとしましては、これらの成果ですとか研

修のあり方等の課題を検証しまして、今後の

対応を考えていきたいと考えております。 

 

○平野みどり委員 課題をきちんと確認をし

て対応されているということなので評価した

いんですけれども、元教員だから、じゃあ発

達障害の方たちのことを十分わかって支援員

として対応できるのかという部分はなかなか

難しいなというふうに――発達障害について

知識を十分得られた方とか、あるいは教員や

っている間に何回かそういうふうな経験があ

って勉強された方とか、そういうきちんとし

た資質についても見きわめていただきたいと

いうふうに思います。要望させていただきま

す。 

 あと１点なんですけれども、いじめについ

てです。これは、高校教育課の児童生徒の健

全育成のところで幾つか、４点と、これまで

もずっと取り組まれてきたことが載っていま

すけれども、最近凄惨な川崎での事件が起こ

って、高校生と中学ということで、どこでど

う接点があるのだろうかとも思ってしまうん

ですけれども、本県だけじゃなく、よその県

でもそうだと思いますが、学校現場と警察で

連携、協議みたいな形で情報交換とか支援と

かされていると思うんですけれども、川崎の

件は、それがどうしてうまく機能しなかった

のかなというふうに、今後検証されると思い

ますけれども、本県でも、あそこまで凄惨な

ことというのは、いじめの究極のあり方です

よね、殺人というのはもう絶対起こってはほ

しくないし、ないとは思うんですけれども、

そういった生徒の集団というか、グループで

すね。そういうグループとか、あるいはそう

いうグループが暴力団との、何というか、つ

ながりもあったりとかあるのかなとも思うん

ですけれども、弱いほう弱いほうにいじめが

行かないようにしないといけないんですが、

そういうものの把握というか、グループなん

かというのも実際あるんでしょうか。どうな

んでしょうか。そういう集団といいますか…

…。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

すが、資料の17ページの、委員おっしゃって

います児童生徒の健全育成というところで、

教育委員会では、４の(1)から(4)までを事業
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として行っているところでございます。警察

との連絡につきましては、連絡協議会という

のを各地区持っておりまして、学校としまし

ては、かなり警察の方々にいろんなお願いを

したり、また、支援をいただいたりしながら

やっているところでございます。 

 具体的なグループ等がどれだけあるかにつ

きましては、高校教育課では把握できており

ませんので。 

 以上でございます。 

 

○平野みどり委員 不登校になると、家の中

に引きこもる子もいれば、そういった集団と

のかかわりがあって学校に来なくなるとか、

いろいろあると思うんですけれども、特にそ

ういった暴力的な傾向を持つ集団の更生とい

うか、ここら辺はもう本当に、重大な事件が

起こる前に何らかの手だてをして、傍観する

だけじゃなくて、介入していって更生させて

いくということも必要だと思うので、ぜひあ

あいった悲劇が起こらないように連携してい

ただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

 

○増永慎一郎委員長 ほかにありませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○増永慎一郎委員長 なければ、これで質疑

を終了します。 

 次に、本委員会に付託されました請第53号

については、議案第36号と関連がありますの

で、ここで議題とし、これについて審査を行

います。 

 請第53号について、執行部から状況の説明

をお願いします。 

 

○田村政策監 高校整備推進室でございま

す。着座の上、説明させていただきます。 

 熊本県高等学校再編整備等後期実施計画

(球磨地域)の新校開設準備室予算及び後期実

施計画(球磨地域)の策定を凍結することに関

する請願について、教育委員会から、これま

での経緯等について御説明させていただきま

す。 

 球磨地域の再編整備につきましては、去る

平成26年10月に、県立高等学校再編整備等後

期実施計画球磨地域素案を公表いたしまし

た。この素案では、多良木高校、球磨商業高

校及び单稜高校の３校を２校の新しい学校と

して発展的に再編、統合することとし、ま

た、新設高校の校地は、現球磨商業高校及び

現单稜高校としております。 

 教育委員会では、この素案をもとに、これ

まで８回にわたって地域説明会を開催し、さ

まざまな御意見を伺ってまいりました。そう

した中で、請願者である上球磨に高校を残そ

う協議会及び多良木高校同窓会からは、多良

木高校が新設高校の校地でなくなることに対

し、強い反対意見を述べられております。 

 高校教育は、大人になる直前の大切な時期

に当たります。日々の授業や生徒会活動、部

活動、各種行事などの学校生活を通して、さ

まざまな考えを持った生徒や先生と出会い、

切磋琢磨する中で自我をつくり上げていくこ

とが求められます。 

 さらに、高校では、生徒の能力、適性や興

味、関心、進路などに対応できるよう、さま

ざまな科目の専門性を有する教職員を確保す

る必要があります。このため、一定規模以上

の学校であることが望ましいと考えておりま

す。 

 教育委員会にとって、これから高校に進学

してくる小中学校の子供たちのために、この

ような教育環境をいち早くつくり出していく

ことは最も重要な役割であり、その責任があ

るものと受けとめております。 

 このため、説明会におきましても、将来に

わたって一定の学校規模を満たすだけの生徒

数が確保できるかということが重要であると

の認識に立って、これまで子供たちがどの高

校を選択してきたかという入学者数の実績を
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最も重視して校地を選定した旨の説明を行っ

てまいりました。 

 一方で、今回の地域説明会では、新設高校

の校地以外にも、学科や教育内容の特徴な

ど、新設高校をより魅力的な学校とするため

の貴重な御意見もいただいております。この

ため、平成27年２月の教育委員会では、設置

する学科など、素案の一部を見直すことにつ

いて議論を行っております。さらに、新設高

校の校地とならない多良木高校の施設・説備

につきましては、今後、地元関係者との協議

の場を設け、地元の意見も十分聞きながら、

有効活用を図っていきたいと考えておりま

す。 

 教育委員会としましては、年度内には実施

計画を策定し、子供たちにとってよりよい教

育環境をしっかりと確保してまいりたいと考

えております。 

 説明につきましては以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○増永慎一郎委員長 ただいまの説明に関し

て質疑はありませんか。 

 

○溝口幸治委員 予算も絡むので、準備室の

開設の予算もあります。陳情も出てますし、

人吉、球磨でも今大きな話題になっていま

す。上球磨に残そう協議会の方々のお気持ち

というのはもう十分私も承知をしております

が、残念ながら、それぞれの市町村でこの問

題については温度差もあります。そして、地

域住民の中でも、球磨、人吉全体でいくと温

度差があるというのが現状です。多良木やそ

のＯＢの方々の意見というのも十分わかりま

すが、そういう中にあって、今度準備室を開

設してやっていくときに、要は、やっぱりど

この高校を卒業したら、きちっと就職や進路

が担保できるかというのが非常に大きな問題

だと思います。 

 ある学校に行くと就職が100％で、ある学

校に行くとその先がちょっと厳しいというよ

うな意見も相当聞かれましたので、今度準備

室をつくって新しいＡ校、Ｂ校のことをやる

ときに、前も私言いましたけれども、球磨農

林学とかいったら、やっぱり農林水産部とか

そういう農林水産業の方々が知識があるわけ

ですから、教育委員会だけではなくて、そう

いう方々の県庁の組織を最大限活用していた

だく。そして球磨・人吉地域の中で地元の求

人を出しているところとか人材を欲しいとい

うところがありますので、いい企業がです

ね。やっぱりその企業がどういう人材を欲し

ているのかということをきちっと調査研究し

ていただいて、その新校ＡとＢについては、

まだまだ柔軟に、中身については検討をもう

ぎりぎりまでやっていただいて、本当に地域

に必要とされる学校をつくってほしいという

ふうに思います。 

 今回の再編整備は、たまたま多良木高校が

という話になっていますが、恐らく10年もし

ないうちに、この人吉、球磨の今の人口の減

り方だと、第２、第３の再編というものが可

能性として考えられると思いますので、そう

いったものに備えて、今回のこの準備室で

は、きちっと対応していただきたいというふ

うにお願いをしたいというふうに思います

が、その点について何かございますか。 

 

○田村政策監 今先生のほうから、新校に設

けます学科あるいは教育内容につきまして

は、これはもう子供たちのいわば将来につな

がるようなものにする、実のあるものにしな

ければならないというふうな御意見ございま

して、私どもも、ここにつきましては、学科

についての議論はまだまだし尽くしてないと

いう感がございます。 

 それで、実施計画を策定しました後には、

今先生おっしゃいましたけれども、開設準備

室をそれぞれの学校につくることになると思

いますが、その中で、やっぱり地元の方々、
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あるいは学校関係者の方々の意見等踏まえな

がら、新校Ａは主に商業高校、新校Ｂについ

ては農林関係中心の学校となりますけれど

も、そこにそれぞれ普通科的な学科あたりも

配置いたしますので、子供たちの進路選択の

幅を広げるとともに専門性を深めていくこ

と、そのためには、特に、先生御指摘の県庁

内での連携とか、あるいは地域との連携を今

後もまた図っていく必要があるというふうな

ことは考えております。 

 そして、今回再編の中でも申し上げてきて

おりますけれども、今回つくります新校Ａ、

Ｂ、それと残りの球磨工業、人吉高校、それ

と球磨支援学校、これにつきましては、今後

も地域の中で十分その機能が活躍できるよう

な場となるように、それぞれの役割について

も再度見直す中で、連携、あるいはそれぞれ

の役割をもう一遍見直すことも必要かと考え

ていまして、それが各地域のモデルとなるよ

うな取り組みにしていければというふうに考

えております。 

 

○松田三郎委員 今の溝口委員の御質問、あ

るいは田村政策監の御答弁に関連しますが、

仮にこの予算が通って準備室を設置するとい

う場合、例えば、今まで前期、中期でも準備

室を設置してきたわけでしょうけれども、恐

らくこの人事異動の関係で、例えば４月１日

にはもうどなたが行かれると。１日から、が

あっと一生懸命といいますか、事務的なこと

をばあっとやっていくような今までの前期、

中期、そういう傾向だったのかどうか、ちょ

っと教えていただければと思います。 

 

○田村政策監 直近の後期の例で申し上げま

すと、荒尾と单関、それと天草に２つ準備室

をつくりましたが、いずれも４月に職員のほ

うが赴任、私どもの高校教育課から職員が赴

任しまして、そして関連する高校からも職員

を派遣していただきまして、開設準備室をつ

くりました。それで、まずそこで何をしたか

といいますと、要するに、新しくできる学校

のいわゆる校名とかあるいは教育方針という

のを、きちっと地元の方々の意見も踏まえて

組んでいく必要がございますので、まず、そ

ういう組織づくりとか、そういったところあ

たりにどうやっていくのかという方針決めと

かにやっぱりいろいろ時間とかかかりますも

んですから、そういうふうな組織を組み上げ

て１回目の協議会とかを行ったのは、例えば

もう後期の例でいきますと、４月にそういう

準備室は立ち上げましたけれども、１回目の

会議があったのは大体７月ぐらいのスピード

感でございます。 

 ですので、先生おっしゃられるように、４

月１日から、があっといけるような形のもの

になるかどうかというのは、それぞれの地域

の置かれた状況にもよると思いますが、大体

そのような形のスピード感かというふうに考

えております。 

 

○松田三郎委員 わかりました。高校を残そ

う協議会の方々の中で、一番不信感なり、い

ろいろ疑問にあられるのは、やっぱり結論あ

りきで、自分たちの意見もなしにとんとんと

んとスケジュールの決まったように進んでい

くだけじゃないかというような御批判なり御

不満もあるようでございます。もちろん、全

てを御理解いただいて、納得いただいてとい

うわけにはいかないと思いますが、今おっし

ゃった、地域の方々も入ってのそういう協議

会なり委員会なりというような形はあるわけ

ですね。 

 もちろん、埋まらない溝があるとは思いま

す。例えば、その前に協議会をつくってほし

いというような御要望もあるようでございま

すが、今、前期、中期のお話を聞いて、確定

的なことはまだ言えないにしても、いろいろ

な残された課題については、できるだけ高校

生なり子供さんがその町で過ごす時間を長く
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とか、あるいはこの立派な施設がありますの

で、その施設の活用含めて、今、田村さんが

おっしゃったように、ある程度の時間をとっ

ていただいて、そこの部分だけでも御不満の

方もいらっしゃるかと思いますが、できるだ

け地元の方の御意見を聞いていただく、そう

いう場を必ずつくっていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員 教育長にお尋ねいたします

けれども、教育長、地元に行かれて、多良木

高校の跡地は新校Ｂが管理をしていくという

ふうなお話もなさって、相当踏み込んだお話

をしていただいたというふうに思っていま

す。 

 それで、４月から準備室ができて準備に取

りかかったときに、やっぱり新校Ｂが管理す

る多良木の跡地の利活用については、もちろ

ん教育委員会で議論することも大事ですが、

地元との協議も大事ですが、やっぱり知事部

局もきちっと――やっぱりその時点になると

知事部局も入っていただいて、まさに学校関

係の施設として利活用していくのか、あるい

は多良木やその周辺の方々も含めて地元の方

々の利活用を模索するのか、あるいは県全体

を含めてその施設なり地域を利活用していく

ということ、さまざまな観点からありとあら

ゆる方法で、いわゆるにぎわいが残るよう

な、その跡地を利用して活性化していくよう

な策を探るべきだというふうに思いますの

で、そのあたりの教育長の今のお気持ちとい

うか、知事部局も巻き込んでというお気持ち

があるのかどうか、そこをお尋ねしたいと思

います。 

 

○田崎教育長 この件につきましては、３月

６日の日に、地元のほうにも委員長ともども

参りましてお話をさせていただきました。残

念ながら、そのときには我々の思いという

か、それが伝わりませんでしたけれども、今

後、私としては、引き続き多良木高校の施設

設備の有効活用については、県教育委員会、

そして地元、当然学校もそうでございますけ

れども、あと、知事部局――知事も、今回の

代表質問の答弁で、何ができるか自分も真剣

に向き合っていきたいというふうな答弁もさ

れております。知事部局としての出番が来る

というふうな認識も持たれていると思います

ので、今先生がおっしゃったように、県教育

委員会、そして知事部局挙げて、この利活用

策についてはやっていきたいと考えていると

ころでございます。 

 

○平野みどり委員 請願が出ておりまして、

私たちの会派の委員が紹介議員になっており

ますけれども、本当、地元の議員さんもここ

におられて、本当に日々悩みが深いことだろ

うというふうに思います。 

 ただ、一番やっぱり悩みが深いのは多良木

の皆さんたちで、やはり余りにもどんどん拙

速に物事が進んでしまうということに対し

て、立ちどまって、もう一回考えてくれよと

いうことだろうと思うんですね、この凍結と

いうのは、白紙撤回せよということではな

く、一旦立ちどまって、もう一回考え直して

ほしいということだろうと思うんですね。 

 それで、ここでの議論というのは、今まで

の議論はその後の話になっていて、これだけ

来年度の入試でも多良木高校頑張っていて、

地元の皆さんも多良木を残してほしいという

ことが数でもあらわれている中、こういった

形で進んでいくことに対して拙速感を私は感

じるんですね。それ以上に、地域の疲弊と

か、あるいは人口減尐というのが加速をして

いるので、急がなきゃいけないということだ

ろうというふうに思いますけれども、数だけ

でもう決めてしまうというようなこと、それ

に対して、地元でも取り組んでいるのに、そ

れに何か応えないというやり方に対して、や
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っぱり前期、中期の検証もしていないという

やり方を後期まで持ち越してしまったという

ことは、やっぱりこれは反省をしなきゃいけ

ないというふうに思うんですけれども、前

期、中期の検証、その後の生徒がその地域で

どうなっているかということも含めた検証と

いうのを、この後期には生かされませんでし

たけれども、今後どういうふうに今回の高校

再編全体を含めて検証していかれるのか、お

聞きしたいと思います。 

 

○田村政策監 検証の具体的な方法について

は今後考えることになっていくと思いますけ

れども、先生御指摘のとおり、確かに、前

期、中期の再編対象校におきましても、なか

なか生徒が思うように集まらないという現状

はございます。ただ、それは、やっぱりなか

なか我々が予想していた以上に早く進んでい

る尐子化の影響とか、いろいろなものがそれ

は影響してきているんだと思います。なかな

かそこを、原因を断定するのは難しいのは難

しいんですが、まあ、一応今回の後期の多良

木のほうが終わりますと、もし終わるとすれ

ば、再編についても一応確かに一巡すること

になります。次にどうつなげていくのかとい

うのは、まだ全然白紙の状態ではございます

けれども、そういう中で、この再編校の現

状、それ以外の再編対象校以外の地域の高校

の状況もございますので、そういったのを含

めてどういうふうにそこは問題点があるの

か、これについては我々も真剣に考えていか

なければならないと思っております。 

 ただ、１つ言えますことは、特に再編対象

校５校につきましては、昨年度からですけれ

ども、いわゆる地元の自治体ですとか、ある

いは小学校、中学校の校長先生ですとか、そ

ういった方々を集めて、いわゆる入学者確

保、あるいは学校の活性化に向けた協議会と

いうのをそれぞれつくってもらっておりま

す。そこでいろんな意見が出てきておりまし

て…… 

 

○小杉直委員 簡潔に答えなっせ。 

 

○田村政策監 はい。そういうところで、そ

ういうことを今後またやっていく必要がある

と思います。 

 

○平野みどり委員 地域に禍根を残さないよ

うにお願いしたいと思います。 

 

○増永慎一郎委員長 ほかにありませんか。 

 なければ、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第36号、第40号、第43号、第

82号から第89号までについて、一括して採決

したいと思いますが、御異議ありませんか。 

 

○平野みどり委員 それぞれではだめです

か。 

 

○増永慎一郎委員長 それぞれですか。何に

反対ですか。 

 

○平野みどり委員 36号です。開設準備の予

算が入っていますよね。 

 

○増永慎一郎委員長 それでは、一括採決に

反対の表明がありました議案第36号につい

て、挙手により採決いたします。 

 原案のとおり可決することに賛成の委員の

挙手を求めます。 

  （賛成者挙手) 

○増永慎一郎委員長 挙手多数と認めます。

よって、議案第36号は、原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 

 次に、残りの議案、第40号外９件について

採決いたします。 

 原案のとおり可決することに異議ありませ

んか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 
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○増永慎一郎委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第40号外９件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、請第53号については、いかがいたし

ましょうか。 

  （｢採択」｢不採択」と呼ぶ者あり) 

○増永慎一郎委員長 採択、不採択両方の意

見がありますので、採択についてお諮りいた

します。 

 請第53号を採択とすることに賛成の委員の

挙手を求めます。 

  （賛成者挙手) 

○増永慎一郎委員長 挙手尐数と認めます。

よって、請第53号は、不採択とすることに決

定をいたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○増永慎一郎委員長 それでは、そのように

取り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申し出が１件あっており

ます。 

 それでは、警察本部から報告をお願いしま

す。 

 

○髙山交通企画課長 交通企画課でございま

す。着座にて説明をさせていただきます。 

 総務常任委員会で審議されます条例関係説

明資料をごらんください。 

  （雑音あり） 

○増永慎一郎委員長 報道の方、静粛にして

ください。 

 

○髙山交通企画課長(続) これは道路交通法

及び道路交通法施行令の一部改正に伴いまし

て、熊本県手数料条例の一部を改正するもの

でございます。 

 １点目は、１の(2)アに記載しております

ように、自転車の運転による交通の危険を防

止するための講習、いわゆる自転車運転者講

習が新たに設けられることに伴う講習手数料

の新設で、手数料は、２の(1)に記載してお

りますとおり、１時間当たり1,900円でござ

います。 

 ２点目は、１の(2)イに記載しております

ように、運転免許に関する手数料などの標準

額が改正されたことに伴い、関係手数料を改

定するもので、２の(2)以下に記載しており

ますとおりの改定額となります。 

 施行日につきましては、平成27年４月１日

でございますが、新設されます自転車運転者

講習の手数料につきましては、関係法令の施

行日に合わせ、平成27年６月１日となってお

ります。 

 以上、報告いたします。 

 

○増永慎一郎委員長 それでは、今の報告に

ついて質疑はありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○増永慎一郎委員長 ないようでしたら、そ

の他に入ります。 

 その他について何かありませんか。 

 

○松田三郎委員 教育長にちょっとお尋ねし

ますけれども、今の国会で選挙権を18歳以上

に引き下げるという法案が、ほぼ間違いなく

成立するだろうと、報道等にも、これから

は、いわゆる主権者教育なり、あるいは選挙

に関しての教育というものが必要だろうと、

何も18歳とか高校生だけを対象にしてではな

くて、もしかすると、小学校、中学校からそ

ういうのが必要だろうと。早ければ、来年の

参議院選挙から適用になるだろうという話で

すので、もう今来年度予算も議決しましたの

で、この中にはもちろんそういう事業は入っ

ていないとは思いますけれども、何らかの必
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要があるならば、先生方の研修なり、教育委

員会としての取り組みも必要になってくるこ

ともあるのかなと。まだ法案が成立していな

い段階で恐縮ですけれども、そういう準備な

り、心の持ちようというか、教育長はどう思

われていらっしゃるかというのをお聞かせい

ただければと思います。 

 

○田崎教育長 今御指摘のありました点につ

いて、来年度予算で特別に何かをしていると

いうわけではございません、現状では。た

だ、国会でそのような動きがあることは十分

認識をしておりますので、我々としても、現

在の高校で行っておりますさまざまなそうい

う教育、公民科になると思いますが、そうい

った教育の中でどのようなことを今後やって

いかなければならないかについては、しっか

りと検討していきたいというふうに思ってお

ります。 

 

○松田三郎委員 要望ですが、今までもちょ

っと問題になったようなこともあるように、

何か偏った教育をするような場面がないよう

に、きちっと選挙に関しての仕組みの教育は

必要でしょうし、主権者として、あるいは選

挙の投票はこういう意味なんだよというのは

もちろん必要でしょうけれども、まあ、それ

に至るところを偏った教育はなされないよう

に、引き続きしっかり目を配っていただきた

いと要望したいと思います。 

 

○平野みどり委員 偏ったというのは本当に

いろんな意味で偏ったということなんだろう

と思うので、松田議員がおっしゃるように、

バランスよくやらなきゃいけないんですけれ

ども、18歳以上の子供が学校の中にいて、選

挙権がある子とない子がいる状況ができます

よね。選挙権のある子は、誰に入れようと思

うとか、この人の考え方いいよというふうな

ことを会話の中でどんどん出していく状況が

ある場合、学校では、そういうことは思想、

信条のことなのでいいというふうにするの

か、学校外でやりなさいというふうになるの

か、そこら辺はどんなふうになっていくのか

なというふうにちょっと思うんですけれど

も、いかがでしょうか。 

 

○田崎教育長 基本的に18歳以上になります

ので、高校生までの段階では、先ほどの主権

者教育といいますか、選挙の制度、また自分

たちがどういうふうなことでこの選挙にかか

わっていく必要があるかとか、そのあたりの

教育になると思います。 

 それで、御心配の部分については、大学生

あたりになってからのことになると思います

ので、県教育委員会として、そういう今の御

質問に対してお答えするというのは今はちょ

っと持ち合わせておりません。 

 

○平野みどり委員 誰かがお友達を集めて、

何かこの人の考え方こうよこうよとかという

ようなことが実際あったとして、それは別に

問題ないよということになるんですかね。結

構難しいよねと思うんですよ。それは、どこ

のどういう党であれ、結構……。 

 

○田崎教育長 学校――いわゆるいろんな現

状でも、大人の方々がいろんなことで情報交

換とか、交換されることがあると思いますけ

れども、18歳以上も同じようなことだろうと

思います。20歳以上が18歳になるというだけ

だというふうに思っております。 

 それで、やはり県教委として大事なのは、

もう高校卒業したらすぐそういう選挙権を持

つことになるという前提で、高校教育の中

で、しっかり主権者教育といいますか、そう

いう教育をしていくことが今から重要になる

というふうに思っております。 

 

○平野みどり委員 なかなか難しいんだなと



第10回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成27年３月10日) 

 - 48 - 

いうのはよくわかりました。 

 別なことでいいですか。 

 先ほどの話の中にも土曜授業の話がありま

したけれども、土曜授業、実態として、先生

方も土曜来て、勤務じゃないのにいろんな活

動するという実態というのはあると思うんで

すけれども、今回授業というふうになるとす

ると勤務になりますよね。それで、土曜日勤

務にすると、その休みの代替というのはどん

なふうになっていくんでしょうか。 

 

○浦川義務教育課長 週休日に勤務した場合

の振りかえでございますけれども、通常は、

その日の前４週、後８週という規定がござい

ますが、この土曜授業に関しましては、その

期間を倍、つまり、前８週、後16週というふ

うな期間になっております。 

 

○平野みどり委員 中学校とか高校とか教科

なので、割ととれるかなという話聞いたんで

すけれども、小学校の場合は、なかなか代替

のお休みというのはとりづらいよという、み

んなほかの先生も来ているのに、うちの担任

のクラスの子供も来ているのにという状況の

中で、とりづらいよという話も聞くんですけ

れども、義務制のほうはどうでしょうか、先

生の実感として。 

 

○浦川義務教育課長 今の期間が広がってお

りますので、１つは、長期休業期間中にとれ

るということもございます。ただ、長期休業

期間中に限らず、それ以外の通常のところで

も当然取得できますので、これまで既に産山

村とかいろんなところで先行で実施されてお

りますので、そういったところの取り組みも

踏まえまして取り組んでいきたいというふう

に思っております。 

 

○平野みどり委員 わかりました。 

 

○増永慎一郎委員長 よろしいですか。――

ほかにありませんか。 

 なければ、以上で本日の議題は全て終了い

たしました。 

 それでは、これをもちまして第10回教育警

察常任委員会を閉会いたします。 

  午後２時33分閉会 

――――――――――――――― 

○増永慎一郎委員長 本年度最後の委員会で

ございますので、一言御挨拶を申し上げたい

と思います。 

 この１年間、甲斐副委員長初め委員の皆様

方、本当にお世話になりました。協力を得ま

して無事に委員会を終えることができまし

た。改めましてお礼を申し上げたいと思いま

す。 

 また、教育長並びに警察本部長、本当にあ

りがとうございました。 

 執行部の皆様方の中には、今年度で勇退さ

れる皆様方もいらっしゃいますし、また、平

野先生も、本当に勇退でお疲れさまでござい

ました。今後のそれぞれの皆さん方の御健勝

と御活躍を期待するところでございます。 

 １年間を通じて、本当にだめな委員長でご

ざいましたが、精いっぱい務めさせていただ

きました。ありがとうございました。(拍手) 

 

○甲斐正法副委員長 それでは、一言御挨拶

申し上げます。 

 この１年間、増永委員長のもとで委員会運

営に努めてまいりましたが、委員各位の皆様

方には本当に御指導、御鞭撻いただきまして

ありがとうございました。 

 そしてまた、執行部におかれましても真摯

に対応いただきまして、心から感謝申し上げ

るところでございます。ありがとうございま

した。 

 今後とも県行政がますます発展していきま

すよう、そして、また４月以降にお会いでき

ることをしっかり頑張っていきたいと思いま
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す。どうぞよろしくお願いいたしまして、本

当、１年間ありがとうございました。(拍手) 

 

○増永慎一郎委員長 ありがとうございまし

た。 

  午後２時35分 
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